
「
秋
葉
三
尺
坊
奥
の
院
」
一
棟

市
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

所
在
地

谷
内
二
丁
目

所
有
者
・
管
理
者

常
安
寺

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
は
、
火
伏
せ
の
山
岳
信
仰
で
あ
る
秋
葉
信
仰

の
二
大
霊
山
の
一
山
で
日
本
総
本
廟
の
称
号
を
も
ち
、
古
く
か
ら
火

そ
う
ほ
ん
び
ょ
う

防
の
神
と
し
て
全
国
的
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

秋
葉
神
社
本
社
に
続
く
奧
の
院
は
、
棟
札
に
よ
る
と
江
戸
時
代
後

む
な
ふ
だ

期
の
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
落
慶
し
た
も
の
で
、
建
物
自
体
が

ら
っ
け
い

入
念
で
美
し
い
う
え
に
見
事
な
彫
刻
が
彫
り
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
建
物
は
総
欅
づ
く
り
、
屋
根
は
一
重
切
妻
造
で
檜
皮
葺
と
な

け
や
き

き
り
づ
ま
づ
く
り

ひ

わ

だ
ぶ
き

っ
て
い
ま
す
。
彫
刻
は
や
や
遅
れ
て
安
政
年
間
（
一
八
五
四
〜
一
八

五
九
）
の
こ
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
彫
刻
の
奥
義
を
究
め
、
彫

刻
家
と
し
て
広
く
知
れ
渡
る
江
戸
雑
司
ヶ
谷
の
石
川
安
兵
衛
（
号
は

雲
蝶
）
と
熊
谷
の
源
太
郎
の
二
人
の
手
に
よ
り
八
年
間
の
歳
月
を
費

う
ん
ち
ょ
う

や
し
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
和
様
と
唐
様
の
折
衷
式
で
す
。
欅
の
板

せ
っ
ち
ゅ
う
し
き

に
刀
痕
も
鮮
や
か
に
、
力
強
く
生
き
生
き
と
彫
ら
れ
、
土
台
か
ら

破
風
に
い
た
る
ま
で
、
く
ま
な
く
彫
刻
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

は

ふ腰
長
押
と
内
法
長
押
と
の
間
に
は
厚
さ
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

こ
し
な
げ

し

う
ち
の
り
な
げ

し

の
欅
の
一
枚
板
を
は
め
込
み
、
思
い
切
っ
た
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
と
構

成
に
よ
っ
て
、
東
側
に
は
烏
天
狗
の
酒
宴
、
南
側
に
は
大
天
狗
の

か
ら
す
て

ん

ぐ

前
で
の
烏
天
狗
と
若
武
者
の
試
合
、
西
側
に
は
烏
天
狗
の
敗
北
の
図

が
彫
り
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
迫
力
あ
る
作
品
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・

‐
２
０
２
０
）
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と
ち
お
の
文
化
財
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 無 休
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 ８月は無休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

酒宴の図

敗北の図 試合の図



道
路
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
林
の
中
に
壊

れ
た
家
電
製
品
が
…
。
畑
の
中
に
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
な
い
車
が
…
。
道
路
の
路
肩
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
殻

が
…
。
古
タ
イ
ヤ
が
…
。
建
物
の
廃
材
が
…
。

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
る
光
景
で
す
。

「
ご
み
を
処
分
す
る
の
に
お
金
が
か
か
り

す
ぎ
る
の
が
悪
い｣

、｢

自
分
の
土
地
だ
か
ら

い
い
じ
ゃ
な
い
か｣

、｢

ど
こ
に
持
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
、
捨
て
る
人

の
言
い
分
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
道
路
や
川
、

森
や
野
原
に
物
を
捨
て
て
よ
い
も
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
モ

ラ
ル
（
道
徳
心
）
の
問
題
で
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
た
と

き
の
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
、
そ
れ
は
あ
な
た

の
心
の
中
に
ご
み
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

小
学
生
や
お
年
寄
り
が
一
生
懸
命
に
町
内

道
路
も
川
も
山
林
も

ご
み
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
ご
み
を
不
法
に
捨
て
な
い
、
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
何
事
に
も
勝
る
環
境
づ
く
り

と
い
え
ま
す
。

他
人
の
土
地
や
公
共
の
場
所
へ
の
不
法
投

棄
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
の
土
地
へ

投
棄
物
を
放
置
す
る
こ
と
も
や
は
り
「
不
法

投
棄
」
で
す
。
不
法
投
棄
は
「
犯
罪
」
で
す
。

犯
罪
に
は
、
次
の
よ
う
な
厳
し
い
罰
則
な
ど

が
あ
り
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
適
用

さ
れ
ま
す
。

「
栃
尾
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
い
い
と

こ
ろ
で
す
ね
」
と
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者
は

言
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
そ
れ
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。

栃
尾
の
自
然
を
守
る
の
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
で
す
。

罰
則
規
定

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
（
通
称
・
廃
棄
物
処
理
法
）

第
十
六
条

ご
み
の
投
棄
の
禁
止

第
二
十
五
条

違
反
者
に
対
す
る
罰

則

五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
懲
役
と

罰
金
の
両
方

自
分
の
土
地
へ
の
放
置
も犯

罪
で
す

||||| |||||広報とちお14.8.5

市
内
の
い
た
る
所
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ポ
イ

捨
て
や
不
法
投
棄
。
捨
て
る
人
が
い
る
一
方
、
そ
れ
を

一
生
懸
命
拾
う
小
学
生
や
お
年
寄
り
が
い
る
こ
と
を
あ

な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

回
収
さ
れ
た
物
に
は
、
家
電
製
品
や
ス
ト
ー
ブ
、
日

用
雑
貨
、
タ
イ
ヤ
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ

ん
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
収
集
し
て
い
る
空
き
缶
や
空

き
ビ
ン
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

栃
尾
の
豊
か
な
自
然
を
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
次
世
代

に
残
し
て
や
れ
る
の
は
、
皆
さ
ん
で
す
。
快
適
で
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を

栃
尾
市
か
ら
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

不法投棄物の撤去作業
を行う地元住民と市職員。
不法投棄をそのままに

しておくと、同じ場所に
どんどん不法投棄物が増
えていきます。投げ捨て
るのは簡単ですが、撤去
するには大変な労力が必
要です。
捨てたあなた！

自分さえよければそれで
いいのですか！

||||| |||||広報とちお14.8.5

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
焼
却
炉
改
修

工
事
の
た
め
、
９
月
１
日
か
ら

日
ま

23

で
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉

が
使
え
ま
せ
ん
。
期
間
中
の
取
り
扱
い

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
燃
え
る
ご
み

・
家
庭
ご
み
の
収
集
は
、
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。

・
事
業
所
の
ご
み
は
、｢

許
可
業
者
委

託
」
と
な
り
、
見
附
市
の
焼
却
場

で
受
付
け
ま
す
。

・
家
庭
ご
み
、
事
業
所
の
ご
み
の
直

接
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
燃
え
な
い
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
品

・
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
直
接

持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

問
合
せ

53

処
分
し
た
い
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
、
エ
ア
コ
ン
の
処
理
業
者
に
市
内

電
化
製
品
小
売
店
の
ほ
か
に
栃
尾
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
加
わ
り
ま
し

た
。
処
理
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

栃
尾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

‐
２
１
４
１

53

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

家
電
４
品
目
の
処
理
業
者
に

９
月
１
日
〜

日
23

可
燃
ご
み
の
搬
入
を
中
断

最近、西谷地区の山林に不法投棄された家
電製品や家具、屋根アタンなど。軽トラック
で数回にわたり投棄されたものです。地元の
人の協力と警察の捜索で投棄者が判明し、き
れいに撤去してもらいました。捨てるときの
何十倍も労力がかかったことでしょう

広い畑地に廃車が点在しています。自分の
投棄物を放置するこ土地かもしれませんが、
景観が損なわれていとは「不法投棄」です。

ませんか

モラル(道徳心)がいっぱい捨てられていま
す。
この投棄されたごみは誰が片付けるのでし

ょうか。地域の皆さんや市が片付ければ済む
問題でしょうか



地
域
の
個
性
を
尊
重
す
る
た
め
の
手
法

情報公開 

諮問 意見 

住民代表等 学識経験者 

意見集約 

各種団体 個　人 住民自治組織 

※地域審議会とは：合併特例法では、合併前の関係市町村の協議
により、旧市町村区域ごとに新市の首長の諮問により審議した
り、必要に応じて意見を述べることができる付属機関を置くこ
とができます。これを地域審議会といいます。

地域間連携 

地域間交流 

文化交流 
祭・イベ 
ント交流 

地域活動 
交流 

スポーツ 
交流 

防災連携 

コミュニティ 
活動交流 

地域間連携 

地域間交流 

図２　連携・交流のあり方 

住民の一体感の醸成

地域審議会
大きな市域になると周辺地域の意見が反映されな
くなる。
議員定数が少なくなると、要望が届きづらくなる。

地域の意見を反映させるための地域審議会の
設置が必要

合
併
後
に
周
辺
市
町
村
の
住
民
と
う
ま
く
な
じ

め
な
い
、
ど
う
し
て
も
わ
だ
か
ま
り
が
残
る
。

合
併
後
の
住
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
方
策

①
住
民
参
加
型
の
合
併
に
関
連
す
る
記
念
事

業
の
開
催
。

②
住
民
主
体
の
地
域
間
連
携
や
交
流
を
促
進

す
る
。

1

―

第
一
ス
テ
ッ
プ
の
成
果
ま
と
ま
る

制
度
比
較
一
、
三
九
一
項
目

合
併
研
究
会
分
科
会

具体的には
①地域課題への住民自治組織やコミュニティ組織と行
政との協働のまちづくり方策の検討

②コミュニティ施策の検討

③地域住民の意向を行政に反映させる仕組みづくりの
検討

④行政への住民参加の仕組みの検討

⑤地域振興策の継続（地域の活力を生み出す取り組み）

⑥地域の特性に応じた柔軟なまちづくりの推進
（中山間部、都市部、農村部）

図３　住民自治組織等によるまちづくり 

行
　
　
政 

行政への提言 
政策に対する意見 

住民意志の施策への反映 
組織に対する支援など 

ボランティア 
団体 

NPO

自治会・町内会 
（地域住民） 
自治会・町内会 
（地域住民） 

ボランティア 
団体 

住民団体など 
（まちづくり団体など） 

住民団体など 
（まちづくり団体など） 

NPO コミュニティ 

A支所 

A地区 

B支所 

本　庁 

住　民 
自治会、各種団体 

地区の課題の 
相談・要望 地区の課題へ 

の対応 
各種サービス 

地区の課題への 
自発的取り組み 

 
・住民票交付 
・税の届け出 
・各種証明 

・住民票交付 
・税の届け出 
・各種証明 

地区相談担当職員 
アドバイザー制度 

工事事務所 

B地区 

住　民 
自治会、各種団体 

地区の課題への 
自発的取り組み 

地
区
の
課
題
の 

相
談
・
要
望 

図４　支所機能・ネットワークの仕組み 

個性ある地域振興

支所機能・ネットワークの充実

町内会やボランティア、各種団体などによって培われてきた住民自治や
まちづくり活動、そして地域の伝統や文化の衰退が心配。

地域住民と行政のパートナーシップ
によるまちづくりの継続が必要

市
役
所
が
遠
く
な
っ
て
届
出
や
証
明
な
ど
の
用
事
に

い
く
の
が
大
変
。
結
果
と
し
て
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
。

支
所
機
能
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
。

具
体
的
に
は

①
支
所
を
置
き
、地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
機
能
を
持
た
せ
る

②
地
域
住
民
の
意
向
を
行
政
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
作
り

③
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
の
権
限
の
検
討

④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

⑤
郵
便
局
な
ど
他
機
関
の
活
用

⑥
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
損
な
わ
な
い
支
所
機
能

長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
で

は
三
十
二
の
分
科
会
を
組
織
し
て
、

三
五
四
項
目
の
行
政
制
度
比
較
と
合

併
し
た
場
合
に
お
け
る
重
要
事
項
の

精
査
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
が
終
了
し
、

業
務
ご
と
に
さ
ら
に
詳
し
く
検
証
し

た
結
果
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
制
度

比
較
は
一
、
〇
三
七
項
目
で
、
合
計

で
は
一
、
三
九
一
項
目
と
な
り
ま
し

た
。（
七
月
二
十
五
日
現
在
）
特
に
市

民
生
活
に
直
接
関
係
の
深
い
福
祉
・

保
健
・
医
療
分
科
会
で
は
、
二
五
〇

項
目
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
項
目
数

は
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
お
お
む
ね
九
月
下
旬
を

め
ど
に
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
こ

れ
ら
の
制
度
比
較
を
元
に
、
新
市
に

お
け
る
制
度
の
調
整
案
の
検
討
と
調

整
案
ご
と
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
予
定
で
す
。



情
報
提
供
と
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
市
の
相
談
窓
口
な
ど
か
ら
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
自
己
負
担
額

な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
受
け
、

利
用
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ

①
支
給
申
請

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
市

に
支
給
申
請
を
行
い
ま
す
。
申
請
に

は
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
な
事
項

を
記
入
す
る
ほ
か
、
利
用
者
負
担
額

を
決
定
す
る
た
め
の
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
収
入
や
課
税
状
況
な

ど
が
把
握
で
き
る
書
類
な
ど
を
添
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
支
給
決
定

市
は
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
障

害
の
状
況
や
利
用
の
意
向
、
生
活
環

境
な
ど
の
聴
き
取
り
を
行
い
、
支
給

決
定
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
勘
案
し
、
支
援
費
の
支
給
と
利

用
者
負
担
額
を
決
定
し
ま
す
。

交
付
さ
れ
る
受
給
者
証
に
は
、｢

支

援
の
種
類｣

、｢

支
給
期
間｣

、｢

支
給

量｣

、｢

利
用
者
負
担
額｣

、｢

障
害
程

度
区
分｣

な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

③
事
業
者
・
施
設
と
契
約

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・

手
続
き
の
流
れ

利
用
者
は
、
選
択
し
た
指
定
事
業

者
・
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認

し
た
う
え
で
利
用
に
関
す
る
契
約
を

結
び
ま
す
。

④
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

受
給
者
証
を
事
業
者
・
施
設
に
提
示

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
ま
す
。

⑤
利
用
者
負
担
額
の
支
払
い

利
用
者
は
、
利
用
者
負
担
額
を
事

業
者
・
施
設
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

⑦
支
援
費
の
請
求

事
業
者
・
施
設
は
、
提
供
し
た
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
支
援
費
（
利
用

者
負
担
額
を
除
く
）
を
市
に
請
求
し

ま
す
。

⑧
支
援
費
の
支
払
い
（
代
理
受
領
）

市
は
、
一
定
の
審
査
後
に
支
給
額

を
確
定
し
、
事
業
者
・
施
設
に
支
援

費
を
支
払
い
ま
す
。
（
当
該
事
業
者

・
施
設
が
受
給
者
に
代
わ
っ
て
受
領

し
、
そ
の
内
容
を
受
給
者
本
人
に
通

知
し
ま
す
）

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き

く
分
け
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
訓

練
等
支
援
）
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
居

宅
生
活
支
援
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
サ
ー
ビ
ス
が
支

援
費
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
援
費
制
度
の
対
象

と
な
る
サ
ー
ビ
ス

～障害のある人がいきいきと生活できる社会に向けて～

が始まります｢支援費制度｣
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
ま
で
は
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を

特
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す
る
「
措
置
制
度
」
で
し
た
が
、
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
は
利
用
者
本
位
の
考
え
に
立
つ
新
し
い
仕
組
み
「
支
援
費
制
度
」
に
移
行

し
ま
す
。
こ
の
新
し
い
制
度
で
は
、
利
用
者
で
あ
る
障
害
の
あ
る
人
が
、
事
業
者
と

の
対
等
な
関
係
に
基
づ
き
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
選
択
し
、
契
約
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
重
視
し
た
二
十
一
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
度
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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◆支援費制度の枠組み
支援費制度では、利用者とサービス提供事業者（指定事業者・施設）、

市、県、国が協力してこの制度を支えていきます。
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身
体
障
害
者

①
身
体
障
害
者
更
生
施
設

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
り
、
自
宅
で

生
活
で
き
る
た
め
の
訓
練
を
受
け

る
と
こ
ろ
で
す
。

②
身
体
障
害
者
療
護
施
設

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
な
が
ら
生
活
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

③
身
体
障
害
者
授
産
施
設

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
訓
練
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

知
的
障
害
者

①
知
的
障
害
者
更
生
施
設

地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な

訓
練
や
作
業
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
知
的
障
害
者
授
産
施
設

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
訓
練
を
す
る
こ
と
ろ
で
す
。

③
知
的
障
害
者
通
勤
寮

自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て
、
職

員
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
共
同
で

生
活
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

④
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
置
す

る
福
祉
施
設

重
い
障
害
の
あ
る
人
が
訓
練
や
作

業
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
除
い
た
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
事

業
名
な
ど
に
関
係
な
く
、
ほ
ぼ
共
通

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、
家
庭
を
訪

問
し
て
、
掃
除
や
洗
濯
、
食
事
の

用
意
な
ど
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
っ

て
、
作
業
を
し
た
り
お
風
呂
に
入

っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

家
族
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
な
ど

に
、
施
設
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。

④
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

知
的
障
害
者
が
、
世
話
人
の
助
け

を
受
け
な
が
ら
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

で
共
同
生
活
す
る
も
の
で
す
。

支
給
申
請
受
付
と
支
給
決
定

十
月
か
ら
、
支
給
申
請
受
付
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
の
審
査
を

経
て
、
順
次
支
給
決
定
を
行
う
予

定
で
す
。

支
援
費
基
準
・
利
用
者
負
担
の
決
定

国
は
、
平
成
十
五
年
一
月
か
ら

三
月
ま
で
の
間
に
、
支
援
費
基
準
、

支
援
費
制
度
が
始
ま

る
ま
で
の
主
な
日
程

利
用
者
負
担
を
決
定
し
ま
す
。

今
年
度
の
準
備
を
経
て
、
来
年
四

月
か
ら
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
今
後
も
、
国
か
ら
の
情
報
に
基
づ

き
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
支
援
費
に
関
す
る
情
報
は
、

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ww

w.pref.niigata.jp/

）
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課
福
祉
係

問
合
せ

52

‐
５
８
３
６

支援費制度の対象となるサービス●

身体障害者 知的障害者 障 害 児

身体障害者更生施設 知的障害者更生施設

身体障害者療護施設
施

支 設

身体障害者授産施設 知的障害者授産施設
援 サ
費 ー

知的障害者通勤寮
制 ビ
度 ス

心身障害者福祉協会の
が設置する福祉施設対

身体障害者居宅介護 知的障害者居宅介護 児童居宅介護等事業象
(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ) (ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ) (ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)サ 居 等事業 等事業

身体障害者デイサー 知的障害者デイサー 児童デイサービス事宅ー
ビス事業 ビス事業 業ビ サ

身体障害者短期入所 知的障害者短期入所 児童短期入所事業ス ー
(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) (ｼｮｰﾄｽﾃｲ) (ｼｮｰﾄｽﾃｲ)ビ 事業 事業

知的障害者地域生活ス
( )援助事業 グループホーム

施
設
サ
ー
ビ
ス

居
宅
サ
ー
ビ
ス

平
成
十
四
成
年
度

平
成
十
五
成
年
度

知的障害者更生施設「守門の里」には50人が入所し、
花づくりなどの作業や訓練を行っています
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支
援
費
制
度
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

い
ま
ま
で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
が
あ
り
ま
す
か
？

あ
な
た
が
希
望
す
れ
ば
今
ま

Ａ
１で

の
よ
う
に
施
設
で
生
活
で
き
ま

す
し
、
在
宅
の
人
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
引
き
続
き
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
２

支
援
費
制
度
に
な
る
と
今
よ
り
も

お
金
の
負
担
が
増
え
る
の
で
す
か
？

支
援
費
制
度
で
は
、
利
用
者

Ａ
２負

担
額
に
つ
い
て
は
、
本
人
ま
た

は
扶
養
義
務
者
の
負
担
能
力
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

利
用
者
の
負
担
が
著
し
く
増
加
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３

サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と
き
に
、事
業

者
や
施
設
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

市
の
窓
口
（
保
健
福
祉
課
福

Ａ
３祉

係
）
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
社
会

福
祉
・
医
療
事
業
団
の
ワ
ム
・
ネ

ッ
ト(http://www.wam.go.jp)

を
見
て
も
わ
か
り
ま
す
。

Ｑ
４

現
在
、施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

支
援
費
の
支
給
決
定
を
受
け

Ａ
４る

こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

平
成
十
五
年
四
月
に
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、
平
成
十
六
年

三
月
ま
で
の
間
に
、
市
に
支
援
費

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５

支
援
費
制
度
に
な
っ
た
ら
障
害
の

重
い
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
せ
ん
か
？

事
業
所
・
施
設
は
、
正
当
な

Ａ
５理

由
が
な
い
限
り
利
用
の
申
し
込

み
を
拒
否
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
は
事
業
所
・
施
設
と
連
絡
を
と

っ
て
、
障
害
の
重
い
人
も
希
望
す

る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
話
し
合
っ
て
調
整
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
障
害
の
重
い
人
が
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
６

支
援
費
の
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
６

対
象
外
の
日
常
生
活
用
具
や

手
話
通
訳
な
ど
は
、
今
ま
で
ど
お

り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成15年４月に、身体障害者のための２つの施

設が次のとおり開設される予定です。入所を希望

する人は、保健福祉課福祉係まで問い合わせてく

ださい。

身体障害者療護施設施設種別

身体上の著しい障害のため、家庭で施設の目的

の介護が困難な人や、日常生活の大半を介助に

よらなければならない状態にある人の介護を行

う。

身体障害者手帳を所持している18歳以上対象者

の人で、著しい障害のため、家庭において常時

介護を要する人

施設名・設置場所

①リハビリセンター王見台療護部（仮称）長岡

市王番田町

②かたくりの里（仮称）岩室村大字橋本地内

①30人 ②50人定 員

新設される２施設は、入所は支援費制度その他

に基づいて行われるもので、県内全域を入所対

象とした施設です。

保健福祉課福祉係 ５２‐５８３６問合せ

訪問介護員 …１名職種・採用人員

正規職員・４週８休制勤務形態

次のいずれの条件も満たしている人受験資格

①介護福祉士またはヘルパー２級以上の資格

（来春取得見込み）を有する人

②普通免許を有し通勤可能な人

③25歳未満（平成15年４月１日現在）の人

④肉体労働に耐えうる体力を有する人

10月20日(日)8時30分 社会福祉協議会試 験

作文試験 面接試験

平成15年４月１日採用予定日

受験申込書は社会福祉協議会で交付し受験手続

ます。受験申込書のほかに、次の書類を添付し

て提出してください。

最終学校の卒業（見込み）証明書

資格免許の写し

郵送による申し込みは受け付けません。

８月19日(月)から９月12日(木)までの受付期間

執務時間内（午前８時30分から午後５時15分）。

ただし、土・日曜日および祝日は受け付けません。

〒940‐0204 栃尾市新栄町2‐申込み・問合せ

栃尾2‐23保健福祉センター内 社会福祉法人

５２‐５８９５市社会福祉協議会

身体障害者の施設が
新たに開設されます
～ 入所者募集 ～

社会福祉協議会職員募集
～ ホームヘルパー ～

七
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
栃

尾
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙

は
、
期
限
ま
で
に
届
け
出
た
候
補
者

が
十
五
人
と
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定

数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票

と
な
り
十
五
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
平
成
十
四
年
七
月
十

九
日
を
も
っ
て
委
員
の
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

次
い
で
、
越
後
な
が
お
か
農
業
協

同
組
合
、
中
越
農
業
共
済
組
合
、
市

議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
四
人
の
委
員

が
選
任
さ
れ
、
全
体
で
十
九
人
の
新

し
い
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

改
選
後
の
第
一
回
定
例
総
会
が
七

月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
、

会
長
代
理
の
互
選
と
専
門
部
会
の
構

成
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
新
し
い

農
業
委
員
に
よ
る
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

委
員
の
任
期
は
三
年
間
で
す
。

農
地
の
利
用
に
関
す
る
調
整
や
、

自
作
農
の
創
設
・
維
持
、
農
地
の
交

換
分
合
な
ど
の
事
務
を
行
う
行
政
委

員
会
で
、
農
地
の
あ
る
市
町
村
に
置

か
れ
た
機
関
で
す
。

特
に
重
要
な
業
務
は
、
農
地
法
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
農
地
の
権
利
移
動

お
よ
び
転
用
に
対
す
る
許
可
業
務
。

具
体
的
に
は
、
農
地
法
な
ど
に
基
づ

く
農
地
問
題
の
公
正
で
円
滑
な
処
理
、

農
地
の
利
用
増
進
、
農
業
・
農
村
の

振
興
計
画
の
樹
立
、
農
業
・
農
民
の

立
場
か
ら
意
見
の
公
表
や
行
政
へ
の

建
議
、
諮
問
へ
の
答
申
な
ど
で
す
。

耕
作
面
積
に
異
動
が
生
じ
た
と
き

は
届
出
が
必
要
で
す
が
、
小
作
地
に

つ
い
て
は
八
月
一
日
現
在
の
所
有
状

況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
本
年
の
耕

作
面
積
に
異
動
が
あ
る
人
は
、
印
鑑

持
参
の
う
え
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
・

問
合
せ

52

‐
２
１
５
３
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新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

(議席番号順)栃尾市農業委員会委員

氏 名 住 所 備 考

高橋 正之 (63) 栃 堀

韮澤 友衛 (50) 天 下 島

渡辺 竹安 (51) 一 之 貝

惣角 虎次 (63) 入 塩 川

飯浜 與衛 (51) 吉 水 農協推薦

茨木 徹夫 (62) 一 之 貝

伊佐 一与 (63) 東中野俣 振興副部会長

渋谷 一二 (72) 栄 町 市議会推薦

酒井 昭夫 (59) 平

関根 松男 (64) 下 樫 出 会長代理

梅沢 清一 (53) 森 上

高山 政利 (63) 北 荷 頃

坂井 善一 (68) 原 町

藤田 君男 (55) 塩 新 町 市議会推薦

椛澤善一郎 (65) 半 蔵 金 農政部会長

大橋 茂雄 (63) 山 田 町 農政副部会長

金井 登 (67) 宮 沢 振興部会長

今井 哲英 (73) 下 樫 出 共済組合推薦

大橋 長雄 (66) 下 塩 会 長

農
業
委
員
会
と
は
？

耕
作
状
況
の
変
更
は

速
や
か
に
届
出
を

(

敬
称
略)飯

浜

與
衛

藤
田

君
男

渋
谷

一
二

金
井

登

関
根

松
男

大
橋

長
雄

椛
澤
善
一
郎

大
橋

茂
雄

伊
佐

一
与

今
井

哲
英

渡
辺

竹
安

惣
角

虎
次

梅
沢

清
一

茨
木

徹
夫

坂
井

善
一

韮
澤

友
衛

高
橋

正
之

高
山

政
利

酒
井

昭
夫
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美
術
館
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
と
、
わ
く

わ
く
す
る
動
き
を
実
際
に
見
て
、
ふ
れ
て
、

体
験
で
き
る｢

木
の
か
ら
く
り
ア
ー
ト
展｣

を
九
月
二
十
九
日
ま
で
開
催
。
ま
た
、
一

階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
八
月
二
十
五

日
ま
で
子
ど
も
造
形
教
室
の
作
品
発
表
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
会
期
中
は
関
連
行
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

七
月
六
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
が
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
を
満
員
に
し
た

観
衆
か
ら
は
大
き
な
拍
手

や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
で
集
ま
っ
た
十

万
五
千
四
百
二
十
一
円

の
募
金
は
、
会
長
か
ら

社
会
福
祉
の
た
め
に
と

市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

７
／
５

東
谷
小
夏
祭
り

川

遊

び

東
谷
小
学
校
で
は
児
童
会
が
中
心
と
な

り
、
「
夏
祭
り
」
と
し
て
川
遊
び
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
昨
年
に
引
き

続
い
て
二
回
目
で
、
学
校
裏
の
刈
谷
田
川

を
会
場
に
全
校
児
童
が
参
加
し
て
宝
探
し
、

石
積
み
、
川
遊
び
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

石
積
み
は
、
事
前
に
い
わ
れ
を
調
べ
て

発
表
し
て
か
ら
伝
統
行
事
を
体
験
。
メ
イ

ン
の
川
遊
び
は
、
町
内
ご
と
に
流
れ
に
入

り
、
あ
ち
こ
ち
で
水
し
ぶ
き
と
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
み
ん
な
で
仲
良
く
遊

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

まちの話題

東小「杉の子夏祭り」

思いやる気持ちを学んだ 川遊び

手
を
離
し
て
も
大
丈
夫

か
な
あ
？

七
月
五
日
、
栃
尾
東
小
学
校
児
童
会
は
、｢

川
遊
び
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
親
し
も
う
」
と
、
今
年
も
栃
堀
の
ふ

る
さ
と
交
流
会
館
う
ら
の
刈
谷
田
川
で
川
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
降
っ
た
雨
で
少
し
水
温
が
低
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

子
ど
も
た
ち
は
、
用
意
し
た
浮
き
輪
に
乗
っ
て
川
下
り
を
し
た

り
、
網
を
持
っ
て
岩
か
げ

の
魚
を
追
い
か
け
た
り
し

て
川
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
は
、
町
内
ご
と
に

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
危

な
く
な
い
よ
う
に
と
安
全

に
気
を
配
る
や
さ
し
い
心

と
、
思
い
や
る
気
持
ち
を

川
遊
び
で
学
び
ま
し
た
。

梅
雨
が
明
け
て
猛
暑
の
中
で
迎
え
た

う
ま
市
夜
店
。
家
族
連
れ
な
ど
子
ど
も

た
ち
が
夢
を
求
め
て
大
勢
繰
り
出
し
、

夜
遅
く
ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
央
公
園
で
開
か
れ
た
芸
能
ま
つ
り

に
も
、
多
く
の
人
が
涼
を
求
め
て
集
い
、

カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
民
謡
、
お
ど
り
、

三
味
線
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

火
伏
せ
の
神
「
秋
葉
三
尺

ひ

ぶ

坊
大
権
現
の
火
祭
り
」
が
、

秋
葉
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

闇
夜
に
燃
え
上
が
っ
た
炎

が
幻
想
の
世
界
に
誘
い
、
集

ま
っ
た
老
若
男
女
か
ら
大
き

な
歓
声
。
神
事
の
あ
と
の
火

渡
り
で
は
、
無
病
息
災
、
家

内
安
全
な
ど
思
い
思
い
の
願

い
を
込
め
て
火
を
渡
る
人
た

ち
の
列
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

歌
声
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
主
催

第

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー

19

浮
き
輪
に
乗
っ
て
大
歓
声

夜店は楽しい夢がいっぱい
どれにしようかな…

キ
ャ
ー
！

熱
い
よ

見て ふれて 楽しもう！

木のからくりアート展
９月29日まで好評開催中

木のからくりを
楽しむ子ども

出
演
者
の
皆
さ
ん
と
募
金

を
渡
す
阿
部
正
栄
会
長

美
術
館

秋
葉
三
尺
坊
大
権
現

７
／
24

りうま市夜店、芸能まつ
７／23
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栃
尾
混
声
合
唱
団
の
第
二
十
三
回
定
期
演

奏
会
が
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
合
唱
団
は
昭
和
五
十
三
年
に
公
民

館
コ
ー
ラ
ス
教
室
か
ら
独
立
し
、
メ
ン
バ
ー

は
現
在
二
十
一
人
。
今
回
は
、
混
声
合
唱
組

曲｢

千
曲
川
賛
歌｣

や
女
性
合
唱
三
曲
の
ほ
か
、

指
揮
者
を
務
め
た
小
林
英
夫
さ
ん
の
テ
ノ
ー

ル
ソ
ロ
、｢

川

の
流
れ
の
よ
う

に｣

な
ど
ポ
ッ
プ

コ
ー
ラ
ス
七
曲
、

最
後
は
観
客
と

一
緒
に｢

故
郷｣

を
歌
い
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

一
割
お
得
な
「
と
く
と
く
商
品
券
」
が
七
月
十
九
日

か
ら
発
行
さ
れ
、
早
速
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
訪
れ
、

商
品
券
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
の
発
行
総
額

は
一
億
千
万
円
で
、
有
効

期
限
は
九
月
二
十
日
ま
で
。

プ
レ
ミ
ア
商
品
券
推
進
委

員
会
で
は
、
「
期
限
切
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
講
演
会

地
域
住
民
の
協
力
が
大
切

非
行
を
防
ぐ
に
は
、

栃
尾
地
区
保
護
司
会
（
那
須
清
與

会
長
）
は
、
第
五
十
二
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

七
月
六
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
で
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
民
生
委

員
、
保
護
司
ら
約
百
人
を
集
め
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
、
森
山
法
務
大

臣
か
ら
の
「
運
動
の
趣
旨
を
理
解
し
、

協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
多
田
ミ
ヨ
シ
保
護
司
が
杵
渕
市

長
に
伝
達
。
保
護
者
や
地
域
、
地
方

公
共
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
運
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

まちの話題

白
山
保
育
所
で
七
夕
ま
つ
り
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
七
夕
の
歌
を

歌
っ
た
り
、
先
生
た
ち
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
で
演
出
し
た
七
夕
の
話
し
を

聞
い
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
三
日
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
な
ど
を
つ
づ
っ
た
短

冊
が
、
玄
関
入
り
口
の
大
き
な
竹
に
飾

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

杜
々
の
森
の
祭
礼
の
七
月
二
十
一
日
、
西
中
野
俣
伝
統

芸
能
保
存
会
に
よ
る
公
演
会
が
、
名
水
公
園
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
毎

月
三
回
集
ま
っ
て
保
存
に
努

め
て
い
る｢

お
け
さ｣

、｢

よ

し
よ
し
踊
り｣

、｢

広
大
寺
踊

り｣

を
披
露
。
数
年
前
か
ら

伝
統
芸
能
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
野
俣
小
学
校
の
五
・
六

年
生
も
広
大
寺
踊
り
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
く
と
く
商
品
券
発
行７／

・
19

20

白山保育所

７／５七夕まつり

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

読
み
、
市
へ
伝
達
す
る
井
田
さ
ん

初日から好評発売！ 短冊を飾り付ける子
どもたち

伝
統
芸
能
公
演
会

伝
え
て
い
き
た
い
伝
統
の
踊
り

地域ぐるみで守り伝える伝統芸能

７／19

講
演
会
で
は
、
栃
尾
警
察
署
の
佐

藤
俊
成
生
活
安
全
課
長
が
、｢

栃
尾

市
の
少
年
非
行
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

佐
藤
課
長
は
、
少
年
非
行
を
防
ぐ

た
め
に
、｢

地
域
住
民
と
し
て
子
ど

も
に
一
声
掛
け
た
り
、
叱
っ
た
り
し

て
く
だ
さ
い｣｢

我
慢
す
る
心
と
、
思

い
や
り
の
心
を
持
た
せ
て
く
だ
さ

い｣

と
講
演
し
、
地
域
住
民
の
協
力

が
大
切
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
市
内
や
長
岡
市
で
起
こ
っ
た

事
件
や
そ
の
流
れ
、
背
景
な
ど
が
示

さ
れ
る
た
び
に
、
驚
い
た
り
、
感
心

し
た
り
し
な
が
ら
話
し
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

講演する佐藤生活安全課長

ポップコーラスを歌うメンバー

奥 三 面 展
お く み お も て

と き：９月29日(日)まで９時30分～17時、月曜休館 ところ：県立歴史博物館

観覧料：一般700円、高校・大学生500円、小・中学生300円 問合せ： 47 6130TEL -
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「
元
気
な
栃
堀
を
作
ろ
う
」
を
合
い
言
葉
に
昨
年
誕
生

し
た
栃
堀
元
気
塾
（
佐
藤
一
夫
塾
長
）
は
、
今
年
も
「
ホ

タ
ル
を
見
る
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
午
後
七
時
半
に
ふ
る

さ
と
交
流
会
館
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
裏
手
の
刈
谷
田

川
に
移
動
。
河
原
に
腰
を
下
ろ
す
と
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
暗
闇
に
ホ
タ
ル
が
ほ
の
か
な
光
を
放

ち
な
が
ら
飛
び
交
う
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
何
十
年
ぶ
り
に
ホ
タ
ル
を
見
た
」
と
い
う
人
も
い
て
、

豊
か
な
自
然
の

中
で
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
と
ホ
タ
ル

が
演
じ
る
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
野

外
劇
）
を
、
心

ゆ
く
ま
で
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

西
谷
小
学
校
（
碓
井
和
子
校
長
）
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
西
谷
川
の
ほ
と
り
に
秘
密
基
地
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
基
地
は
、
周
り
か
ら
見
え
な
い
絶
好
の
場
所
に
あ
り
、

地
域
の
盆
踊
り
の
櫓
を
再

や
ぐ
ら

利
用
し
た
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の

櫓
を
中
心
に
、
手
づ
く
り

ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク

が
あ
り
、
集
会
場
、
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
場
、
魚
釣
り

な
ど
の
川
遊
び
の
拠
点
と

し
て
力
を
合
わ
せ
て
つ
く

り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
ア

イ
デ
ア
で
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
基
地
に
変
貌
し
て
い

く
の
か
楽
し
み
で
す
。

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
第
六
地
区
（
栃
尾
市
な
ど
の
中

越
地
区
）
予
選
会
が
、
産
業
交
流
セ

ン
タ
ー
お
り
な
す
で
開
催
さ
れ
、
二

十
人
の
出
場
者
が
盛
ん
な
声
援
を
受

け
て
自
慢
の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
当
市
の
一
人
を
含
む

上
位
五
人
が
県
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
。
こ
の
日
は
演
歌
歌
手
に
よ
る
ア

小
学
校
に
入
っ
て
も
仲
良
く
遊
べ
る
よ
う
に

７
／

年
長
児
交
流
会

16

栃
尾
市
を
は
じ
め
長
岡
広
域
圏
と

柏
崎
地
域
十
七
市
町
村
が
、
埼
玉
県

の
高
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
観
光
フ

ェ
ア
を
開
催
。
当
市
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
名
物
あ
ぶ
ら
げ
な
ど
の
特
産
品

の
販
売
と
宣
伝
お
よ
び
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、

中
で
も

あ
ぶ
ら

げ
の
試

食
と
販

売
は
大

変
好
評

で
賑
わ

い
ま
し

た
。

まちの話題

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

７
／

ふ
れ
あ
い
交
流
予
選
会

28

ホタルを見る会
／29６

県大会の出場権を目指して
熱唱する出場者

市
内
公
立
・
私
立
の
保
育
園

に
通
う
年
長
児
約
百
五
十
人

（所）が
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
就
学
前
に
顔
を
合

わ
せ
、
小
学
校
に
入
っ
て
も
仲

良
く
遊
べ
る
よ
う
に
と
始
ま
っ

た
も
の
で
今
年
で
二
十
四
回
目
。

園
児
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
体

操
で
体
を
慣
ら
し
、
じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
や
玉
入
れ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
音
楽

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
二
十
四
日
、
刈
羽
村

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会
第
六
地
区
大
会
で
、
栃

尾
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
大
橋

幸
会
長
）
チ
ー
ム
は
健
闘
し
見
事
に

優
勝
し
ま
し
た
。

７／12秘密基地づくり

あっちにもこっちにもホ
タルがいっぱいいるね

じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
を
楽
し

む
園
児

広
が
る
ア
イ
デ
ア
で
姿
を
変
え
る

秘
密
基
地

７／７～えちご長岡観光フェア～

｢

こ
ん
な
に
大
き
い
あ
ぶ
ら
げ

は
初
め
て｣

と
大
好
評

!!たべちゃうぞ

食虫植物展
と き：９月８日(日)まで９時30分～16時30分、月曜休館 ところ：県立植物園(新津市)

観覧料：一般600円、小・中学生300円 問合せ： 0250 24 6465TEL - -

今
年
も
友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
水
が
浄
化
さ
れ
る
仕
組
み

や
源
氏
物
語
五
十
四
帖
展
を
見
る
こ

と
が
出
来
て
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
一
番
の
関
心
事
は
毎
日
出

る
ご
み
の
問
題
で
す
ね
。

農
業
を
営
ん
で
い
る
の
で
使
用
済

ご
み
の
処
理
が

一
番
大
変
で
す
ね

み
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
、
い
ら
な
く
な
っ

た
テ
レ
ビ
な
ど
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
質
問
し
ま
し
た
が
、
説
明
を
聞
い
て

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力

し
て
、き
ち
ん
と
処
理
し
た
い
で
す
ね
。

||||| |||||広報とちお14.8.5

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

143

〜
天
の
川
を
羽
ば
た
く
白
鳥
〜

〈
天
上
の
宝
石
っ
て
？
〉

昨年11月のしし座流星群

蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
夜

に
な
れ
ば
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
夕
涼
み

が
て
ら
夜
空
を
眺
め
る
に
は
と
て
も

よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

｢

夏
の
大
三
角｣

は
、
夏
の
星
座
探

し
で
一
番
の
目
印
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
白
鳥
座
の
デ
ネ
ブ

か
ら
天
の
川
を
南
に
た
ど
っ
て
い
く

と
お
お
き
な
十
文
字
が
で
き
ま
す
。

南
半
球
に
あ
る｢

南
十
字｣

に
対
し
て
、

｢

北
十
字｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
の
川
の
中
に
羽
ば
た
く

白
鳥
座
の
く
ち
ば
し
に
あ
る
３
等
星

は
、｢

ア
ル
ビ
レ
オ｣

と
呼
ば
れ
、
ト

パ
ー
ズ
色
（
金
色
）
の

等
星
と
サ

3.1

フ
ァ
イ
ア
色
（
青
色
）
の

等
星
の

5.4

美
し
い
二
重
星
で
、
そ
の
色
の
対
比

の
美
し
さ
か
ら
『
天
上
の
宝
石
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
、
宮
沢
賢

治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
中
に
も

登
場
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
世
界
中

が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
沸
き
ま
し
た

が
、
新
潟
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム｢

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス｣

の
名
前
の
も
と
に

な
っ
た
星
で
も
あ
り
ま
す
。｢

ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン｣

の
名
も
き
っ
と
こ
こ
か

ら
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
月
十
二
日
か
ら
十
三
日

朝
に
か
け
て
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

が
極
大
と
な
り
ま
す
。
ペ
ル
セ
ウ
ス

座
と
カ
シ
オ
ペ
ア
座
の
間
の
放
射
点

か
ら
全
天
に
現
れ
ま
す
。
当
日
は
月

も
夜
半
前
に
は
沈
み
、
今
年
一
番
の

条
件
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
み
ず

が
め
、
は
く
ち
ょ
う
と
い
っ
た
流
星

群
も
活
動
し
て
お
り
、
空
が
暗
け
れ

ば
け
っ
こ
う
な
数
の
流
星
が
見
ら
れ

そ
う
で
す
。
た
く
さ
ん
の
流
星
を
見

る
コ
ツ
は
、
シ
ー
ト
に
ゴ
ロ
リ
と
横

に
な
っ
て
長
い
時
間
星
空
を
眺
め
る

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
写
真
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
育
セ
ン
タ
ー

丸
田

俊
一

白鳥座｢北十字｣
栗田直幸( )Naoyuki Kurita

デネブ

アルビレオ

職種・採用人員
消防職（上級職または初級職） …若干名

受験資格
…大学卒業程度の学力を有し、昭和50上級職

年４月２日から昭和56年４月１日までに生
まれた人

…高等学校卒業程度の学力を有し、昭初級職
和51年４月２日から昭和60年４月１日まで
に生まれた人

栃尾市に住所のある人およびＵター住所要件
ン希望者（就学などのため一時的に市外へ転
出している人を含む）

試 験
９月22日(日) 栃尾市役所第一次試験

教養試験、適性試験、作文試験
平成15年４月１日採用予定日

受験手続
・受験申込書は総務課で交付します。
・受験申込書のほかに、次の書類を添付して
総務課へ提出してください。最終学校の卒
業（見込み）証明書、最終学校の成績証明
書（開封しないこと）

・郵送による申し込みは受け付けません。
受 付
８月22日(木)までの執務時間内（午前８時30
分から午後５時15分)。ただし、土・日曜日は
受け付けません。

申込み・問合せ
総務課人事係 〒940‐0298 栃尾市金町2‐1‐5
・５２‐２１５１内線３２５

市職員募集 市政バスで
見学してきました

市では、市政について理解を深めていただく
ため、公共施設を見学する市政バスを毎年運
行しています。今年は、7月3日に、下水処理セ
ンター→環境クリーンセンター→栃尾市美術館
のコースで実施し、21人が参加しました。

さん西川 リツ
（ 平 ）

いろんな物が入り混じった燃
えないごみの処理を見学する
参加者たち

守 門 岳 縦 走 ツ ア ー
８月31日(土)～９月１日(日)

宿 泊：ロッジ道院 定 員：20人 参加費：10,000円

申込み・問合せ：24日(土)までに道院高原 58 2120TEL: -



星
野
信
行
さ
ん(

栃
堀)

は
「
法
務

省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状
」
、
橋
本

英
俊
さ
ん(

金
沢)
は
「
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
長
表
彰
」
を
、
葛
綿

弘
義(

上
塩)

さ
ん
は
「
関
東
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
市
民
の
人
権
相
談
業

務
に
携
わ
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら

た
ず
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
す
。

大
橋
さ
ん
は
、
栃
尾
市
交
通
安
全

協
会
の
理
事
、
副
会
長
と
し
て
、
交

通
安
全
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
長(

県
知
事)

か
ら
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策

連
絡
協
議
会
長
表
彰

人
権
擁
護
委
員
表
彰

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
６
月

・

日
、

剣
道
団
体
戦

15

16

会
場

福
井
県
）

吉
原
さ
ん
は
、
県
大
会
三
位
と
な

り
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

次
の
皆
さ
ん
は
去
る
七
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
中
学
生

の
県
総
合
体
育
大
会
で
、
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
、
八
月
七
日
・
八
日
に

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越
大
会

に
出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
信
越
大
会
出
場

さん吉原祐輔
二日町

帝京長岡高校
２年

剣
道
個
人
戦

柔
道
個
人

㎏
級

55

七
月
二
十
日
に
秋
葉
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
中
学
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、

市
外
か
ら
の
招
待
校
三
校
を
含
む
六

チ
ー
ム
が
出
場
。
秋
葉
中
学
校
Ａ
が

み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
同
校
体
育
館
で
は
小

市
民
サ
ッ
カ
ー

小
・
中
学
生
大
会

さん三本将太
一之貝
秋葉中学校
３年

さん小浦方志織
新栄町

刈谷田中学校
３年

さん湯谷 綾
滝の下町
秋葉中学校
２年

さん飛田哲伸
あ き の ぶ

平
秋葉中学校
３年

学
生
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
竹
ビ
ン
ボ
ー
ズ

優
勝

ユ
ー
ス
ケ
ー
ず

２
位

キ
ッ
カ
ー

３
位七

月
十
四
日
に
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
こ
の
大
会
に
、
見
附
な
ど
か

ら
十
七
チ
ー
ム
、
二
百
三
十
六
人
が

参
加
。
う
ち
市
内
か
ら
五
チ
ー
ム
が

第

回
四
市
・
南
蒲
ブ
ロ
ッ
ク

13
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出
場
し
、
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
（
栃
尾
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
所
属
）
が
、

三
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
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(東町)大橋正春さん

左から橋本さん、葛綿さん、
杵渕市長、星野さん

さん佐藤優太
北荷頃
秋葉中学校
３年

さん西川友梨
旭 町
秋葉中学校
３年

さん佐藤みのり
赤 谷
秋葉中学校
１年

全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

七
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

に
行
わ
れ
た
中
学
生
の
県
総
合

体
育
大
会
で
、
佐
藤
優
太
さ
ん

が
剣
道
男
子
個
人
戦
優
勝
。
柔

道
で
も
西
川
友
梨
さ
ん
が
女
子

個
人
戦

㎏
級
で
優
勝
、
佐
藤

52

み
の
り
さ
ん
が
女
子
個
人
戦
70

㎏
級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

八
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
（
会

場

剣
道
＝
和
歌
山
県
、
柔
道

＝
兵
庫
県
）
と
、
八
月
七
日
か

ら
の
北
信
越
大
会
に
出
場
。
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３位のウィッチーズ

みんなで参加しましょう。

夏 期 巡 回 ラ ジ オ 体 操
と き：８月10日(土) ６時30分～

ところ：おりなす前広場(雨天は総合体育館)
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第4８回

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

（
午
後
６
時
〜

時
）

○
８
月

日
23

（金）

11

み
こ
し
レ
ー
ス
、
み
こ
し
渡
御
の
た
め

と

ぎ

ょ

・
谷
内
通
り

（
午
後
６
時
〜

時
）

○
８
月

日
24

（土）

10

大
民
踊
流
し
の
た
め

・
谷
内
通
り
〜
本
町
（
備
橋
）
の
間

（
午
前

時
〜
午
後
３
時
）

○
８
月

日
25

（日）

11

仁
和
賀
行
進
の
た
め

・
谷
内
通
り
・
中
央
公
園
前
通
り

※
当
日
の
交
通
案
内
板
お
よ
び
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
通
行
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

とちお祭 行事日程
(前夜祭)８月23日（金）

☆てまりみこしタイムレース
18:50～20:00 谷内１丁目(谷内通り)

☆みこし渡御
と ぎ ょ

20:00～21:45 谷内２丁目 → 谷内１丁目(谷内通り)

８月24日（土）
☆鼓笛パレード
12:30～13:00
栃尾東小学校＝市民会館前→新金橋→新町交差点

→大町→備橋→中央公園
☆オープニング・ミュージックフェア
13:00～15:30 中央公園特設ステージ

☆大民踊流し
19:00～21:00 谷内２丁目 本町(備橋)

８月25日（日）
☆仁和賀行進
12:00～14:30 中央公園前と出雲通りの巡回コース

☆第２回全日本樽みこし綱引き選手権大会
15:00～17:30 中央公園特設会場

☆大花火大会
19:30～21:30 観覧席 栃尾東小学校グラウンド

参加者募集 10 まで樽みこし綱引き大会 (土)
※詳細は広報おしらせ版７月18日号を参照

問合せ：観光協会 51 1195TEL: -



最
近
オ
ー
ル
電
化
住
宅
や
Ｉ
Ｈ
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
（
電
磁
誘
導
加
熱
調

理
器
）が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
火
力

や
経
済
性
は
ガ
ス
と
比
べ
て
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

多
く
の
人
が
「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
は
熱
効
率
が
高
い
の
で
お
湯
が

早
く
沸
く
」
と
、
思
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｈ

に
表
示
さ
れ
る
熱
効
率
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
は
、
日
本
電
気
工
業
会
の
自
主
基
準

計
算
さ
れ
て
い
る
た
め
、

に
基
づ
い
て

Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準
で
計
測
す
る
と
七
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
ま
す
。
対
す

る
ガ
ス
の
熱
効
率
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準

で
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

「
や
は
り
お
湯
が
早
く
沸
く
の
は

熱
効
率
の
高
い
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
で
は
な
い
か
」
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ

い
。
熱
効
率
と
火
力
は
違
う
の
で
す
。

熱
効
率
は
供
給
さ
れ
た
熱
量
が
ど

れ
だ
け
の
働
き
を
し
た
か
を
表
す
数

値
で
あ
り
、
供
給
さ
れ
た
熱
量
に
熱

効
率
を
掛
け
な
い
と
火
力
（
有
効
熱

量
）
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

一
般
的
な
ガ
ス
コ
ン
ロ
（
四
・
六

五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
＝
四
千
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
）
と
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

（
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
火
力
（
有
効

熱
量
）
を
熱
量
×
熱
効
率
で
計
算
し

て
み
る
と
、
ガ
ス
は
二
・
三
三
キ
ロ

ワ
ッ
ト(

二
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー)

、
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
は
一
・
五

八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
火
力
の
強
い
の
は

ガ
ス
で
し
た
。

実
際
に
二
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
沸
か

し
て
み
る
と
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
六
分
、

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
は
七
分

四
十
一
秒
と
ガ
ス
の
方
が
一
分
以
上

も
早
く
沸
き
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

が
四
・
二
六
円
、
電
気
は

ス
ト
は
ガ
ス

五
・
七
五
円
と
な
り
ま
す
。

沸

「
熱
効
率
が
高
い
と
お
湯
が
早
く

く
」と
い
う
の
は
誤
っ
た
認
識
を
与
え
る

表
現
で
、
お
湯
を
沸
か
す
の
は
火
力
（
有

効
熱
量
）で
あ
り
、
条
件
を
Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準

に
そ
ろ
え
て
比
較
す
る
と
、
火
力
が
強

く
経
済
的
な
の
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
す
。

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

‐
５
８
２
６

52
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ガ
ス
と
安
全

火力が強いのはやっぱりガス！

< > < >日本電気工業会の熱効率測定方法 ＪＩＳによる熱効率策定方法

ガスの
豆知識

熱効率・火力編

熱

効

率

火

力

わ
が
家
の
防
災

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
身
近

な
風
物
詩
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
。
し

か
し
、
お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
花
火
の

原
料
は
火
薬
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

「
正
し
い
遊
び
方
」
を
普
及
周
知
す

る
た
め
、
注
意
事
項
を
守
っ
て
花
火

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

④
風
の
強
い
と
き
、
乾
燥
し
て
い
る

と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
。

⑦
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
点
火
す
る
と
き
も
筒
先
に
顔

や
手
を
出
さ
な
い
。

⑧
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

⑨
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
。

⑩
花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末
！

の
ポ
イ
ン
ト

10

美術館

木のからくりアート展
観覧料：一般500円、高校・大学生300円、

小・中学生100円９月29日(日)まで

月
２
日

〜
４
日

９
時

と

き

11

（土）

（月）

〜

時
（
た
だ
し
２
日
は

時
か
ら
。

18

10

４
日
は

時
ま
で
）

16総
合
体
育
館

と
こ
ろ

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

出
品
資
格

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人
、

お
よ
び
栃
尾
市
出
身
の
人

▽
公
募
展
入
選
作
品
は
、

出
品
規
定

出
品
で
き
ま
せ
ん
▽
各
部
門
一
人
三

点
ま
で
出
品
で
き
ま
す
▽
中
学
生
は

各
部
門
一
点
と
し
、
学
校
で
と
り
ま

と
め
ま
す

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

募
集
部
門

第

回

栃
尾
市
美
術
展

34

作
品
募
集

写
真
、
工
芸
・
版
画
・
彫
塑
、
中
学

ち
ょ
う
そ

生
の
部
（
絵
画
、
書
道
）

月

日

時
か
ら

作
品
搬
入

10

28

（月）
17

20

時
ま
で
総
合
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

８
月

日

①

時
〜

時

と

き

17

（土）

10

12

②

時
〜

時

13

15
お
り
な
す｢

ア
ト
リ
エ｣

と
こ
ろ

ハ
ン
カ
チ
に
不
思
議
な
マ
ー

内

容
ブ
ル
模
様
を
染
め
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
生
・
高
校
生

対

象

い
ず
れ
も

人
（
先
着
順
）

定

員

10

小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

ハ
ン
カ
チ
代
と
し
て
二
百
円

受
講
料

８
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

12

（月）

に
お
り
な
す

‐
１
３
３
１

51

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
補
助
指
導
員
）
を

教
室
・
講
座

話
せ
る
！
わ
か
る
！

英
会
話
教
室

お
り
な
す
染
色
講
座

講
師
に
招
き
、
日
常
生
活
で
使
え
る
英

語
を
遊
び
な
が
ら
学
び
ま
す
。

９
月
４
日
〜
来
年
３
月

日

と

き

26

毎
週
水
曜
日
、
い
ず
れ
も

時

分

19

30

〜

時

分

21

30文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
学
習
室

と
こ
ろ

歳
以
上
の
人

対

象

18
人
（
先
着
順
）

定

員

20ク
ウ
ェ
ク･

オ
ッ
ポ
ン･

バ
ッ

講

師
フ
ォ
さ
ん千

円

受
講
料

８
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

19

（月）

受
講
料
を
添
え
て
公
民
館

‐
２

52

０
２
０

木
の
か
ら
く
り
貯
金
箱
を
作
ろ
う
。

９
月
８
日

①

時
〜
②

と

き

（日）

10

14

時
〜

美
術
館
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

い
ず
れ
も

人
（
先
着
順
）

定

員

30

小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

高
橋
み
の
る
さ
ん
（
Ｔ
Ｖ
チ

講

師
ャ
ン
ピ
オ
ン
木
の
玩
具
職
人
選
手
権

優
勝
者
）貯

金
箱
１
個
、
千
五
百
円

参
加
費

８
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

17

（土）

手
作
り
ア
ー
ト
に
挑
戦

参
加
費
を
添
え
て
美
術
館

‐
６

53

３
０
０

９
月
３
日
〜

月
５
日
毎
週

と

き

11

火
曜
日
（
全

回)

、
い
ず
れ
も

時

10

19

分
〜

時

分

30

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
学
習
室

と
こ
ろ

人
（
先
着
順
）

定

員

20内
山

寛
さ
ん

講

師

千
五
百
円

受
講
料

文
鎮
、
習
字
用
下
敷
き
、
定

持
参
品

規
、
筆
記
用
具
、
カ
ッ
タ
ー

８
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

19

（月）

受
講
料
を
添
え
て
公
民
館

‐
２

52

０
２
０

「
高
血
圧
」
は
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
動
脈
硬
化
性
の
病
気
を
引
き
起
こ

す
要
素
と
な
り
や
す
く
、
血
圧
の
上
昇

に
は
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
る
た
め
、

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
て
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
は
、
次
の
人
を
対
象
に
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
が
個
別
に
具
体
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
自
分
の
食
生
活
を

改
善
し
て
血
圧
を
安
定
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
人
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

対

象
▽
基
本
健
康
診
査
の
血
圧
測
定
で
最
大

〜

の
人
、
ま
た
は
最
小

〜

140

159

90

99

日
常
生
活
に
役
立
つ

ふ
で
ペ
ン
教
室

高
血
圧
の
個
別
健
康
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

の
人
で
、
現
在
血
圧
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
人
▽
ほ
か
の
循
環
器
系
の

疾
患
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
な

い
人
▽

歳
以
下
の
人

65▽
１
カ
月
に
１
回
程
度
の
面

内

容
接
を
行
い
期
間
は
約
６
カ
月
間
▽
食

生
活
・
運
動
調
査
・
血
圧
測
定
・
尿

検
査
が
あ
り
ま
す
▽
面
接
時
間
は
１

回
お
お
む
ね

分
〜
１
時
間
程
度

30

８
月
９
日

ま
で
に
保
健
福

申
込
み

（金）

祉
課
健
康
づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52
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寄付御礼

など今月の税金

納期９月２日

市 ・ 県 民 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(14.6.4～14.6.14)

おしらせ○
燃
え
る
ご
み

お
盆
中
休
み
ま
せ
ん
。

○
燃
え
な
い
ご
み

お
盆
中
休
み
ま
せ
ん
。

○
リ
サ
イ
ク
ル(

び
ん
、
缶
、
紙
類)

お
盆
中
休
み
ま
せ
ん
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

問
合
せ

53

▼
長
岡
信
用
金
庫
…
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト

二
張
、
屋
外
用
丸
パ
イ
プ
イ
ス
五
十
脚

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○
８
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

21

（水）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○
８
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

26

（月）

10

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
〜
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

８月中は休まず営業します(10時～18時)道の駅｢Ｒ２９０とちお｣



「
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
皆

さ
ん
が
「
夏
の
お
は
な
し
会
」
と
し
て

学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

８
月

日

時
〜

時

と

き

19

（月）
14

15

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

と
こ
ろ

絵
本
、
す
ば
な
し
、
パ
ネ
ル

内

容
シ
ア
タ
ー
な
ど

幼
児
か
ら
小
学
生

対

象

無

料

参
加
費

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

募
集
部
門
・
応
募
資
格小

・
中
学
生
、
外
国

手
紙
作
文
部
門
…

人
（
年
齢
制
限
な
し
）

小
学
生

は
が
き
作
文
部
門
…

制
限
な
し

絵
手
紙
部
門
…

各
部
門
と
も
テ
ー
マ
は
自
由

応
募
要
領

小
学
１
・
２
年
生

手
紙
作
文
部
門
…

と
外
国
人
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
２
〜
３
枚
、
小
学
３
〜
６
年

生
と
中
学
生
は
３
〜
５
枚

用
紙
は
官
製
ハ

は
が
き
作
文
部
門
…

ガ
キ
か
同
等
の
も
の
を
使
用

用
紙
は
官
製
ハ
ガ
キ

絵
手
紙
部
門
…

か
同
等
の
も
の
を
使
用
し
、
絵
と

関
連
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る

そ
の
他

お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢
夏
の
お
は
な
し
会｣

第

回
35

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

９
月
６
日

ま
で

応
募
先
・
問
合
せ

（金）

に
栃
尾
郵
便
局

‐
２
３
０
０

52

月

日

７
時
ス
タ
ー
ト

と

き

10

13

（日）

新
潟
ス
プ
リ
ン
グ
ス

と
こ
ろ

三
条
コ
ー
ス

四
千
円
（
プ
レ
ー
代
、
諸
経

参
加
費

費
は
各
自
精
算
）

４
人
ま
た
は
２
人
１
組
で

申
込
方
法

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

１
人
で
も
可)

ま
た
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。▽

ハ
ガ
キ
で
の
案
内
は
９
月

そ
の
他

上
旬
こ
ろ
の
予
定
▽
プ
レ
ー
代
は
平

日
並
み
の
料
金
で
す
。

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

申
込
み
・
問
合
せ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
ゴ
ル

フ
部
内
）

‐
２
１
５
１

52

生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
な
ど

に
直
接
米
を
販
売
す
る
と
き
は
、
食
糧

事
務
所
に
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
米

の
流
通
量
や
流
通
実
態
を
把
握
す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
で
、
届
け
出
用
紙
は

食
糧
事
務
所
、
市
役
所
農
林
課
ま
た
は

農
協
な
ど
、
第
一
種
出
荷
契
約
取
扱
業

者
に
あ
り
ま
す
。

新
潟
食
糧
事
務
所

届
け
出
・
問
合
せ

長
岡
支
所

‐
２
０
１
１

27

計
画
外
流
通
米
は

届
け
出
が
必
要
で
す

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
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９月30日(月)まで募集期限
２区画(応募者多数の場合は、抽選)売却区画
建設課都市計画係 52‐5825、保留問 合 せ

地以外の土地は平地区土地区画整理組合(大
崎) 52‐2048

売却価格●
番号 面 積 坪単価 金 額
① 274.18㎡(約83坪) 約56,500円 4,688,478円
② 282.19㎡(約85坪) 約55,500円 4,740,792円

着色部は既に売却(予約)済みです。

平地内で工事が行われている土地区画整理事業の保留地を区画整理組合が
売却します。また、保留地以外の土地についても相談に応じています。

文化センター

ギャラリーとちお ◆日本画展(栃尾彩遊会) ８／22(木)～９／３(火)

警
察
は
、
八
月
の
一
カ
月
間
「
行
方

不
明
の
人
を
捜
す
特
別
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

家
族
や
知
り
合
い
の
人
で

○
病
気
な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
を
し
た

○
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た

○
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え
た

な
ど
で
、
そ
の
後
の
消
息
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
人
は
、
相
談
に
き
て
く
だ

さ
い
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

（
９
時
〜

時
）

特
別
相
談
所

17

・
８
月
中
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

県
警
察
本
部

・
０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
０

区
分
・
職
種
・
採
用
予
定
人
員

上
級(

助
産
師)

、
中
級(

看
護
師)

…

全
職
種
あ
わ
せ
て
八
十
〜
百
十
人

程
度

い
ず
れ
も
昭
和
四
十
八
年

受
験
資
格

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成

年
度
採
用

県
立
病
院

15職
員
採
用
選
考
考
査

時間テレビ24
「愛は地球を救う」街頭募金

と き・ところ
８月１７日(土) １４時～１８時
原信栃尾店駐車場
８月１８日(日) １０時～１８時
トッピィ駐車場

社会福祉協議会問合せ
TEL５２‐５８９５

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

１ 織布工 織物業 山田町 1 20～58
143,800
～163,700

5:00～13:30

２ 検査工 織物業 上の原町 1 25～50
138,000
～149,500

8:30～17:30

３ 歯科助手 歯科診療所 栄　町 1 18～28
135,000
～215,000

8:00～17:00

４ 歯科衛生士 歯科診療所 栄　町 1 20～30
145,000
～295,000

8:00～17:00

５ リンキング 婦人服縫製業 栄　町 3 18～55
98,714
～154,000

9:00～17:00

６ ミシンオペレー
ター 婦人服縫製業 大　町 2 45～

128,800
～160,000

8:00～17:10

７ 販売員 医薬品小売業 楡　原 3 18～35
70,000
～70,000

9:30～15:30

８ 看護員 介護サービス業 平 2 25～55
180,000
～250,000

8:00～18:00 看護婦・看護士

９ 織布工 織物業 滝の下町 2 18～55
147,000
～177,000

5:30～13:45

10 修整員及び運転手 織物業 新栄町 1 20～30
140,000
～170,000

8:10～17:00 １種大型免許

11 ミシンオペレーター 織物業 新栄町 2 20～40
120,000
～150,000

8:10～17:00

12 外注管理員 織物業 新栄町 1 18～40
130,000
～180,000

8:10～17:00 １種普通免許

13 裁断士 織物業 新栄町 1 18～40
125,000
～200,000

8:10～17:00

14 調整員 織物業 谷　内 2 18～56
199,800
～257,800

5:00～13:30

15 整経 織物業 谷　内 2 18～50
152,710
～180,710

5:00～13:30

16 ミシンオペレーター 婦人服縫製業 平 5 18～35
117,000
～148,500

8:35～17:00

17 修整作業員 織物業 東　町 5 18～45
126,500
～161,000

8:30～17:30

18 準備工 織物業 谷　内 2 18～55
124,800
～144,000

8:00～17:00

19 美容師 理・美容業 吉　水 1 20～40
130,000
～200,000

9:00～18:30 理容師

20 建設技術員 土木建築工事業 平 2 26～46
224,000
～280,000

8:00～17:15 １種普通免許

21 組立梱包 住宅設備機器製
造 楡　原 5 18～45

117,600
～120,000

8:00～17:20

22 機械オペレーター 自動車部品製造 北荷頃 5 18～27
111,780
～111,780

8:00～17:00

23 縫製 婦人服縫製業 天下島 2 20～40
125,000
～150,000

8:00～17:00

24 検品作業員 織物業 東　町 5 不問
119,600
～150,000

9:00～18:00

25 織機調整工 織物業 滝の下町 1 20～60
146,900
～226,900

5:30～13:45

26
ソーイングスタ
ッフ

織物業 大野町 1 18～50
119,600
～156,400

8:20～17:20

27 看護婦・士 医療業 新栄町 1 22～55
160,000
～200,000

8:30～18:30 看護婦・看護土

28 美容師 美容業 谷　内 1 18～30
140,000
～140,000

8:30～18:00 美容師

29 綾通し工 織物業 谷　内 1 27～40
124,800
～144,000

8:00～17:00

30 縫製工（婦人服） 婦人服縫製業 山田町 2 18～45
135,191
～204,002

8:15～17:15

31 織布員（二交替） 織物業 谷　内 2 18～50
147,800
～197,800

5:00～13:30

32 配管工 土木建築工事業 楡　原 1 18～50
192,000
～300,000

7:45～17:00 １種普通免許

33 介護士 介護サービス業 下樫出 1 25～50
134,264
～152,984

8:30～17:30

34 介護支援専門員 介護サービス業 下樫出 1 25～
176,176
～176,176

8:30～17:30 介護支援専門員

35 検品・プレス・ミシン 北荷頃 5 19～45
122,200
～131,600

8:10～17:00

36 プレス、縫製 織物業 天下島 2 20～40
125,000
～150,000

8:30～17:30

37 油揚げ製造工 食品製造業 人　面 1 18～45
124,800
～153,600

5:00～14:00

38 織布工（二交替） 織物業 泉 1 18～30
154,500
～187,300

5:00～13:30

39 企画、開発 織物業 谷　内 1 18～60
171,000
～240,000

8:00～17:00

40 織布要員 織物業 谷　内 2 不問
126,500
～230,000

22:00～5:30

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成14年７月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー

アトレとど

展示コーナー
◆10人の仲間たち ◆和紙で描く自然たち

(版画同好会) (ちぎり絵の会)
８／22(木)～９／１(日)



税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
が
、
当
時

国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
く
て

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族

も
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明

の
場
合
で
も
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
上
陸
港
が
新
潟
以
外
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
返
し
す
る
通

貨
な
ど
は
次
の
も
の
で
す
。

▽
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
た

通
貨
・
証
券
な
ど

▽
外
地
の
集
結
地
で
、
総
領
事
館
な
ど

に
預
け
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

引
き
揚
げ
者
の
皆
様
へ

後
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官

問
合
せ

部
門

０
２
５
‐
２
４
４
‐
９
３
１
４

◆
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

８
月

日
〜
９
月
２
日

19

｢

高
齢
者
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す｣

９
月
３
日
〜
９
月

日
17

｢

白
内
障
と
緑
内
障｣

９
月

日
〜

18

｢

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
は
少
額
訴
訟
制
度

お
年
寄
り
のよ

ろ
ず
相
談

を
利
用
し
ま
し
ょ
う｣

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み
ご

と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
５
‐

相
談
電
話
番
号

４
１
６
５

◇
障
害
者
雇
用
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
月
２
日

時
〜

と

き

（月）
10

長
岡
市
大
手
通
り
、
Ｊ
Ｒ

と
こ
ろ

長
岡
駅
大
手
口
、
な
が
お
か
市
民

セ
ン
タ
ー
前

チ
ラ
シ
と
記
念
品
配
付
に

内

容
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◇
障
害
者
就
職
促
進
会

９
月

日

時

分
〜

と

き

25

（水）
13

30

ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
「
け
や

と
こ
ろ

き
の
間
」就

職
を
希
望
す
る
障
害
者

内

容
と
求
人
者
と
の
合
同
面
接
会

長
岡
公
共
職
業
安
定
所

問
合
せ

‐
１
１
８
１

32

行
事
や
つ
ど
い
を
盛
り
上
げ

内

容
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
運
営

の
方
法
な
ど
体
験
し
、
学
習
し
ま
す
。

９
月

日

時
〜

日

と

き

14

（土）
13

15

（日）

時

分

１
泊
２
日

15

20
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

歳
以
上
の
青
年
、
社
会
人

対

象

18

な
ど

人
（
先
着
順
）

定

員

80三
千
円
（
教
材
費
、
食
費
、

参
加
費

写
真
代
、
保
険
料
な
ど
）

９
月
は

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

こ
こ
ろ
倶
楽
部

第
３
回｢

こ
こ
ろ
の
創
造｣
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長 岡 圏 域
イベント情報

①期日②会場③問合せ先

中澤桂プロジュース「響きあう【長岡市】 ▽

①９月14日(土)公演14 00②③リリッ歌声」 :
ふれ愛コンサートin長岡クホール 29 7711- ▽

９月23日(祝)14 00～16 00②ハイブ長岡③① : :
高校演劇ワークショッ福祉相談課 39 2218- ▽

９月23日(祝)プ「ヴェニスの商人」発表会①
仲道郁代～ピ②③リリックホール 29 7711- ▽

: :アノリサイタル～①９月26日(木)19 00～21
ながおか環00②③リリックホール 29 7711- ▽

①９月27日(金)～28日(土)②ハイブ境まつり
長岡③環境政策課 24 0528-

①９月９日【小千谷市】 ▽片貝まつり花火大会
(月)～10日(火)②片貝町地内③商工観光課
83 3512 ①９月９日(月)②小千- ▽ 牛の角突き
谷闘牛場(小栗山)③商工観光課 83 3512-

爆笑名人寄席「笑点」メンバー【見附市】 ▽

①９月22日(日)開演15 00②がやって来る！ :
③文化ホール 63 5321-

チェン・ミン二胡ＬＩＶＥ2002【中之島町】 ▽

①９月23日(祝)開演18 30②③“My Story” :
町民文化センター 66 1310-

①９月13日【与板町】 ▽ 与板十五夜まつり
(金)～15日(日)②町内③企画課 72 3100-

①９月７日(土)【山古志村】 ▽種苧原まつり

牛の～８日(日)②種苧原③産業課 59 2330- ▽

①９月８日(日)②種苧原闘牛場③産業角突き
課 59 2330 ①９月22日(日)②虫- ▽ 牛の角突き
亀闘牛場③産業課 59 2330-

相談種別 相談時間 相談日
毎週月曜日～金曜日よろず相談 9 00～17 00: :

専門相談(事前に予約が必要です)

※毎週月曜日法 律 13 30～16 00: :

第１水曜日医 療

13 30～15 30 第３水曜日痴 呆 : :

第１火曜日公的年金･公的保険
10 00～12 00 第２金曜日税 金 : :

10 00～16 00 第２木曜日健康・介護 : :

※９月の法律相談は、第３・第４月曜日と第４
木曜日は休みます

死者 傷者交通事故
７月 11件

14年累計 61件

0 人

0 人

12人

69人
～交通事故が増えています。暑さからくる

～疲労や注意力の低下に注意して安全運転!!

地
震
災
害
を
想
定
し
、
荷
頃
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
栃
尾
市
消

防
署
・
消
防
団
、
地
域
住
民
、
関
係
機

関
に
よ
る
各
種
消
防
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

※
通
行
者
お
よ
び
通
行
車
両
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

災
害
広
報
訓
練
、
情
報
収
集
訓
練
、

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
警
戒
警
備
・
交

通
規
制
訓
練
、
交
通
事
故
救
出
訓
練
、

多
数
負
傷
者
搬
送
訓
練
な
ど

消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
、
負
傷
者
搬

送
訓
練

応
急
救
護
所
の
設
置
訓
練
、
無
線
情

報
収
集
訓
練
、
緊
急
対
応
（
水
道
管

仮
設
復
旧
）
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
ミ
ニ
ポ
ン
プ
車
放

水
体
験
、
災
害
状
況
偵
察
な
ど

◇
関
係
機
関
実
施
の
訓
練

栃
尾
警
察
署
・
栃
尾
市
ガ
ス
水
道

局
・
栃
尾
郵
便
局
・
栃
尾
郷
病
院

・
県
消
防
防
災
航
空
隊
な
ど

◇
住
民
参
加
の
訓
練

平成14年

8.18
栃
尾
市
消
防
防
災
訓
練
（
北
荷
頃
地
区
）

９
月
８
日

午
前
７
時

分
〜
９
時

分

(日)

30

45

昨年の防災訓練の様子

９月９日は｢救急の日｣
９／８～14は救急医療週間

わたしたちは、いつどこで突

然のケガや病気におそわれるか

予測できません。

ケガや病気の中には、そのま

まにしておくと状態の悪化を招
まね

き生命が危険に 陥 るものがあ
おちい

り、一刻も早く適切な応急手当

を行う必要があります。

そして、応急手当を行う人は、

その場に居合わせた「あなた」

です。

『迅速な応急手当と１１９
じんそく

番への通報は 救命リレー
のスタートです』

平成1３年は
救急出動件数591件

(前年570件)
救急搬送人員577人

(前年561人)
（市民44人に１人の割合）

◇
消
防
署
・
消
防
団
実
施
の
訓
練

くん今井 佑真
（天下島）
８月７日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科健診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

対象者生年月種 類 月 日
ポリオ２回目 ９月18日(水) 13.５～13.８
ツベルクリン反応検査 ９月25日(水) 14.５～14.６
判定・ＢＣＧ ９月27日(金) 14.５～14.６

※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測って頂きます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読ん
できてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康
について相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
９月24日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
９月25日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 電話52-5836 内線287

□心の悩み精神保健相談
９月13日（金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町２－２－23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 電話33-4931問合せ ▼

※事前にご予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健診 ９月10日(火) 14年５月生まれ
７ カ 月 児 健診 ９月13日(金) 14年２月生まれ
１歳６カ月児健診 ９月12日(木) 13年2･3月生まれ

９月18日(水) 12年３月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 ９月18日(水) 11年９月生まれ
３ 歳 児 健 診 ９月11日(水) 11年４月生まれ

口 ２４,９５２人 男 １２,２１１人 女 １２,７４１人 世帯数 ７,３４５人
市のようす

７月末現在



国
民
健
康
保
険
の
各
種
届
出
や
、
保

険
税
の
納
付
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
世
帯
主
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
に

加
入
者
が
い
た
場
合
は
、
届
け
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。(

こ
の
よ
う
な
世
帯

主
を
「
擬
制
世
帯
主
」
と
い
い
ま
す
）

し
か
し
、
実
際
に
保
険
税
を
払
っ
て

い
る
人
が
、
世
帯
主
で
は
な
く
国
保
加

入
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

届
け
出
に
よ
り
擬
制
世
帯
主
か
ら
国
保

の
加
入
者
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
の
世
帯
主
変
更
を
希
望
す
る
人

は
、
市
民
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
変
更
す
る
に
は
保
険
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
や
、
変
更
後
も
保
険
税

を
納
付
で
き
る
な
ど
国
保
の
運
営
に
支

障
が
な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

市
民
課
国
保
係

‐
５
８

52

３
５

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
焼
却
炉
改
修

工
事
の
た
め
、
９
月
１
日
か
ら

日
ま

23

で
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉

が
使
え
ま
せ
ん
。
期
間
中
の
取
り
扱
い

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国
保
に
お
け
る

世
帯
主
変
更

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
可
燃
ご
み
の
搬
入
を
中
断

９
月
１
日
〜

日
23

◎
燃
え
る
ご
み

・
家
庭
ご
み
の
収
集
は
、
通
常
ど
お

り
行
い
ま
す
。

・
事
業
所
の
ご
み
は
、｢

許
可
業
者
委

託
」
の
物
の
み
、
見
附
市
の
焼
却

場
で
受
付
け
ま
す
。

・
家
庭
ご
み
、
事
業
所
の
ご
み
の
直

接
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
燃
え
な
い
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
品

・
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。
直
接

持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。

例
年

月
に
行
っ
て
い
る
秋
の
粗
大

10

ご
み
収
集
は
、
焼
却
炉
改
修
工
事
の
た

め
、
今
年
は

月
下
旬
に
行
う
予
定
で

11

す
。
詳
し
く
は
後
日
、
チ
ラ
シ
を
配
る

予
定
で
す
が
、
時
期
が
１
カ
月
遅
く
な

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

問
合
せ

53

子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

『
標
本
、
観
察
・
調
査
、
理
科
工
作
、

発
明
・
工
夫
』
に
挑
戦
し
た
作
品
の
か

ず
か
ず
を
展
示
し
ま
す
。
毎
年
、
発
想

を
生
か
し
た
創
意
あ
ふ
れ
る
作
品
が
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
標
本
は
、
栃

尾
の
豊
か
な
自
然
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月

日

〜

日

、
い

と

き

14

（土）

16

（月）

ず
れ
も
９
時

分
〜

時

分

30

16

30

お
り
な
す｢

て
ま
り
ホ
ー
ル｣

と
こ
ろ

教
育
セ
ン
タ
ー

‐
３
０

問
合
せ

53

栃
尾
市
児
童
・
生
徒

理
科
作
品
展

☆
秋
の
粗
大
ご
み
収
集

０
５

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

受
験
資
格

る
人
▽
土
木
・
建
築
関
係
の
専
門
課

程
を
卒
業
▽
高
校
卒
業
以
上
で
実
務

経
験
１
年
以
上
▽
実
務
経
験
２
年
以

上

▽

月
６
日

時

分
〜

受
験
講
習

11

（水）
13

30

▽
ハ
イ
ブ
長
岡
▽
五
千
円

▽

月

日

時
〜

認
定
試
験

11

17

（日）
10

▽
中
越
高
等
学
校
▽
三
千
円

９
月
２
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

日

ま
で
に
下
水
道
課

‐
５

13

（金）

52

８
４
８

大
切
な
人
が
突
然
ケ
ガ
や
病
気
に
お

そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
か
手
当

て
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や
友

人
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が
実
施

さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手
当
」

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

９
月

日

時
〜

時

と

き

13

（金）
18

21

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

教
室
・
講
座

誰
で
も
で
き
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

応
急
手
当
の
重
要
性
、
手
当

内

容
者
の
必
要
性
、
心
肺
そ
生
法
、
止
血

法
な
ど

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

し
ま
す
。

９
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

11

（水）

に
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

‐
１
１
５
５

52た
た
き
染
め･

木
の
実
拾
い･

餅
つ
き･

い
も
ほ
り･

や
き
い
も
な
ど
秋
の
自
然
を

楽
し
み
ま
す
。

９
月
７
日
・

日
、

月
５

と

き

21

10

日
・

日

第
１
・
第
３
土
曜
日
の

19

い
ず
れ
も
９
時
〜

時
11

文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

と
こ
ろ

五
百
円

参
加
費

小
学
１
年
生
以
上
の
人

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

30

８
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

30

（金）

参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
２

52

０
２
０
（
電
話
で
の
仮
申
込
み
も

可
）

「
木
の
か
ら
く
り
ア
ー
ト
展
」
に
登

場
す
る
昔
話
を
、
公
民
館
か
た
り
べ
教

室
の
皆
さ
ん
が
語
り
ま
す
。

９
月
１
日

・
８
日

・

と

き

（日）

（日）

22

日

い
ず
れ
も
①

時
〜
②

時

（日）

11

14

〜
の
２
回

あ
そ
び
じ
ゅ
く
⑥

秋
山
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

美
術
館
で昔

話
を
聞
こ
う

美
術
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア

と
こ
ろ

タ
ー
ル
ー
ム

「
犬
と
猫
と
玉｣

、｢

弥
三
郎

内

容
ば
さ｣

、｢

し
っ
ぺ
い
太
郎
」
ほ
か

無

料

参
加
費

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

「
木
の
か
ら
く
り
ア
ー
ト
展
」
出
品

作
家
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
す
。
作
家
の
指
導
の
も
と
、
木
で

で
き
た
謎
の
装
置
に
乗
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
不
思
議

な
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

９
月
８
日

時
〜

時

と

き

（日）
13

16

南
小
学
校
体
育
館

と
こ
ろ

ど
な
た
で
も
（
小
学
校
低
学

対

象
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

清
水

一
忠
さ
ん(｢

た
け
し

講

師
の
誰
で
も
ピ
カ
ソ｣

な
ど
で
活
躍
）

▽
チ
ャ
ワ
ン
ダ
ー
▽
ジ
ャ
イ

乗
り
物

ア
ン
ト
ス
イ
ン
グ
▽
ム
シ
ム
シ
コ
ロ

コ
ロ
▽
書
見
機

無

料

参
加
費

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
動

そ
の
他

き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

美
術
館

‐
６
３
０
０

問
合
せ

53

か
ら
く
り
ア
ー
ト
を

体
験
し
よ
う

展
示
コ
ー
ナ
ー

ア
ト
レ
と
ど

９
／
５

〜
（木）

16
（月）

○
美
厚
会
と
ど
（
油
絵
）

（
美
厚
会
）

広報とちお おしらせ版14.8.18 (2)|||||| ||||||

性別による差別的取扱いなどに関する相談は

県男女平等推進相談室 ＴＥＬ：０２５‐２８５‐６６０５
相談は無料で、

秘密は固く守られます。

９
月

日

・

日

・

と

き

14

（土）

21

（土）

28

日

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（土）

10

15

お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

帽
子
真
綿
を
紡
ぎ
、
そ
の
糸

内

容
で
絹
の
ミ
ニ
ス
ト
ー
ル
を
作
り
ま
す
。

（
帽
子
真
綿
と
は
、
繭
を
柔
ら
か
く

ま
ゆ

煮
て
綿
状
に
し
、
袋
の
よ
う
に
伸
ば

し
重
ね
た
白
く
フ
ワ
フ
ワ
な
も
の
で
、

紬
の
原
料
）

８
人
（
先
着
順
）

定

員

歳
以
上
で
３
回
と
も
参
加

対

象

18

で
き
る
人
（
市
外
に
住
ん
で
い
る
人

も
可
）

四
千
円

受
講
料

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

持
参
品

８
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

26

（月）

受
講
料
を
添
え
て
お
り
な
す

‐
51

１
３
３
１
（
電
話
で
の
仮
申
込
み
も
可
）

９
月

日
〜
来
年
３
月

日

と

き

13

14

の
第
２
金
曜
日
、
い
ず
れ
も

時
19

30

分
か
ら
２
時
間
程
度

文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

30公
民
館
な
ど
の
教
室
や
講
座

対

象
を
受
講
し
た
人

月
額
五
百
円

会

費

鹿
児
島
き
よ
子
さ
ん

講

師

筆
記
用
具

持
参
品

９
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

10

（火）

お
り
な
す
手
織
り
講
座

「
真
綿
を
紡
ぐ
」

公
民
館
着
付
け
サ
ー
ク
ル

｢

新
装
会｣

会
員
募
集

に
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
で
す
か
。
長

寿
時
代
を
い
き
い
き
と
健
康
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
体
を
支
え
る
骨
の
健
康
が

不
可
欠
で
す
。
医
師
や
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
、
運
動
指
導
士
が
骨
粗
し
ょ
う

症
と
は
ど
の
様
な
病
気
か
、
食
事
や
運

動
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

９
月
５
日

・

日

、
い

と

き

（木）

19

（木）

ず
れ
も

時

分
〜

時

分

13

30

15

30

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

と
こ
ろ

８
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

30

（金）

に
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

‐
52

５
８
３
６９

月

日

７
時

分
総
合

と

き

14

（土）

20

体
育
館
前
集
合
（
小
雨
決
行
）

笹
ヶ
峰
高
原
（
妙
高
高
原
町
）

と
こ
ろ

約
２
時
間

歩
行
時
間

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・

対

象
通
学
す
る
小
学
生
以
上
の
人

二
千
円
（
保
険
料
な
ど
）

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

25雨
具
・
昼
食
な
ど
は
各
自
用
意

そ
の
他

９
月
２
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

催

し

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

骨
粗
し
ょ
う
症予

防
教
室

４
日

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
総

（水）

合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52
月
６
日

（
小
雨
決
行
）

と

き

10

（日）

受
付
８
時
〜
、
競
技
９
時
〜

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り

と
こ
ろ

な
す
」
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

種

目
※
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、
一
チ
ー
ム

４
人
で
男
女
混
合
も
可
。
た
だ
し
、

小
学
生
以
上

▽

㎞
コ
ー
ス
…
刈
谷
田
川

コ
ー
ス

12

ダ
ム
管
理
棟
前
で
折
返
し
▽
５
㎞
コ

ー
ス
…
栃
堀
下
水
処
理
施
設
前
で
折

返
し
▽
３
㎞
・
２
㎞
・
リ
レ
ー
コ
ー

ス
…
周
回
コ
ー
ス

小
学
生
以
上
で
健
康
な
人

参
加
資
格

▽
高
校
生
以
下
…
五
百
円
▽

参
加
費

一
般
…
千
円
▽
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
…

二
千
円
（
一
チ
ー
ム
）

９
月
６
日

ま
で
に
参
加
費

申
込
み

（金）

を
添
え
て
総
合
体
育
館
内
守
門
マ
ラ

ソ
ン
大
会
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

一般の部Ａ 12㎞（高校生以上）

一般の部Ｂ ５㎞（高校生以上）

中学生男子の部 ５㎞

女子の部 ３㎞（中学生以上の女子）

小学５・６年生男子 女子の部 ３㎞および

小学３・４年生男子 女子の部 ２㎞および

健康マラソンの部 ２㎞(タイム申告制レース)

リレーマラソンの部 ４㎞(４人×１㎞)

第

回
24守

門
マ
ラ
ソ
ン
大
会

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 14.8.18

受
給
で
き
る
人

○
①

歳
未
満
の
重
度
ま
た
は
中
度
の
心
身
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母

20
②
①
の
障
害
児
を
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
（
同
居
、
監
護
、
生
計
維
持
）
す
る
人

○

１
級

障
害
児
一
人
に
つ
き

月
額

五
一
、
五
五
〇
円

手
当
額

２
級

障
害
児
一
人
に
つ
き

月
額

三
四
、
三
三
〇
円

○
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
受
給

資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
で
き
る
人

○

歳
未
満
で
あ
っ
て
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

20
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

○

月
額

一
四
、
六
一
〇
円

支
給
額

○
受
給
者
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き
は
、
受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

受
給
で
き
る
人

○

歳
以
上
で
あ
っ
て
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

20
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

○

月
額

二
六
、
八
六
〇
円

支
給
額

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
受
給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

①
施
設
に
入
所
し
た
と
き

②
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
た
と
き

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
り
、
受
給
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
ま
た
は
そ

の
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
間
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

保
健
福
祉
課
福
祉
係

‐
５
８
３
６

間
合
せ

52

ご
存
じ
で
す
か

障
害
児
・
障
害
者
の
各
種
手
当
て

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

９月２日(日)～30日(月)県立自然科学館 臨時休館のお知らせ



９
月

日

９
時
～

と

き

29

（日）

吉
水
運
動
広
場
（
雨
天
の
場

と
こ
ろ

合
は
勤
労
者
体
育
館
）

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

対

象
い
る
人

一
チ
ー
ム
は
、
監
督
１

チ
ー
ム
編
成

人
（
専
任
、
い
な
く
て
も
可
）
と
選

手
５
～
８
人

一
チ
ー
ム
二
千
円

参
加
費

雨
具
・
昼
食
な
ど
は
各
自
用
意

そ
の
他

９
月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

17

（火）

に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館


‐
５
５
７
１

52
応
募
資
格

地
域
の
推
薦
条
件
を
満

推
薦
入
校
…

た
す
お
お
む
ね

歳
以
下
の
人

28

高
校
卒
業

一
般
入
校
（
Ａ
・
Ｂ
）
…

者
（
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
り
、
お

お
む
ね

歳
以
下
の
人

28２
年
（
全
寮
制
）

修
業
年
限

▽
稲
作
経
営
科

人
程
度

募
集
定
員

40

▽
園
芸
経
営
科

人
程
度
▽
畜
産
経

30

営
科

人
程
度

10

月
１
日

願
書
受
付
期
間

▽
推
薦
…
10

新
潟
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

そ

の

他

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

～

日

月
９
日

▽
一
般
Ａ
…

（火）

28

（月）

12

（月）

～

日

平
成

年
２

▽
一
般
Ｂ
…

20

（金）

15

月

日

～
３
月
７
日

17

（月）

（金）

▽
推
薦
…

▽
一

試
験
日

月
８
日

11

（金）

般
Ａ
…

▽
一

平
成

年
１
月

日

15

10

（金）

平
成

年
３
月

日

般
Ｂ
…

15

17

（月）

新
潟

申
込
み
・
問
合
せ
・
試
験
場
所

県
農
業
大
学
校
（
巻
町
）

０
２
５



６
‐
７
２
‐
３
１
４
１

生
活
感
・
季
節
感
あ
ふ
れ
た
山
村
の

姿
を
伝
え
る
も
の
で
、
山
村
の
「
魅

力
」
と
、
未
来
へ
の
活
力
の
「
い
ぶ

き
」
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
美
し
い

テ
ー
マ

山
村
」

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ッ

応
募
サ
イ
ズ

切
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
四
ッ
切
（
ワ
イ

ド
を
含
む)

組
写
真
、
デ
ジ
タ
ル
写
真

は
原
則
不
可９

月

日

ま
で
（
消
印

応
募
締
切

30

（月）

有
効
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

全
国
山
村
連
盟
「
第

回
ふ

問
合
せ

11

る
さ
と
山
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

０
３
‐
３
５
８
１
‐
７
５
２
７

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

文
書
の
送
信
に
よ
り
、
簡
易
裁
判
所
の

第

回
ふ
る
さ
と
山
村

11フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

簡
易
裁
判
所
民
事
手
続
案
内

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

民
事
手
続
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い

案
内
を

時
間
、
年
中
無
休
で
行
い
ま
す
。

24

民
事
手
続
、
訴
訟
手
続
、
調

内

容
停
手
続
、
支
払
督
促
手
続
、
訴
え
提

起
前
の
和
解
お
よ
び
公
示
催
告
手
続

に
関
す
る
案
内

０
２
５
‐
２
２
２
‐
３
８



電

話
５
５
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
番
号
）

新
潟
簡
易
裁
判
所
民
事
受
付

問
合
せ

係

０
２
５
‐
２
２
２
‐
４
１
３
１


「
覚
え
の
な
い
債
務
の
請
求
書
が
ハ

ガ
キ
で
届
い
た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
根
拠
の
な

い
架
空
請
求
書
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
請
求
書
が
届
い
て
も
無
視
し
、
支
払

わ
な
い
。

◆
今
後
業
者
か
ら
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
時
の
た
め
に
、
届
い
た

書
類
は
捨
て
な
い
で
保
管
し
て
お
く
。

◆
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取
り
立
て
は
、

警
察
に
届
け
る
。

送
ら
れ
て
き
た
請
求
書
の
例

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
合
せ０

２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
１
６

 消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

｢免責決定通知書｣

平成14年７月26

日迄に金86,200円

を入金しないと、

訪問集金、法的措

置など、断固たる

措置を必ず講じる

広報とちお おしらせ版 14.8.18 (4)|||||| |||||

市内在住または勤務の勤労青少年利用できる人

午後７時～９時開講時間

勤労青少年ホーム 52-4432問合せ・申込み

文化センター１階（随時受付）

！後期受講生を募集
勤労青少年ホーム

各

講

座

人

程

度

15

皆さんも一緒に、日本の美「着物」を着ませんか

月）◎教養講座（６カ月コース：10月～３

講座名 曜日 材料費 定員 開講日

茶 裏千家 火 10月１日
期間3,000円

道 宗徧流 金 10月４日

生 草月流 火 10月１日
け 月額3,300円
花 池 坊 水 10月２日

ペ ン 字 木 期間3,000円 10月３日

料 理 火 月額2,000円 10月１日

※ペン字の初心者は、材料費のほかに4,000円程度必要

月）◎教養講座（３カ月コース：10月～12

講座名 曜日 材料費 定 員 開講日

着物着付け 木 無料 15人程度 10月３日

◎サークル関係

サークル名 種目 曜日 時間 会場

花うさぎの会 木 市民会館
着物 19:00
着付け ～21:00

ふるさと交流広場
グラウンド・ゴルフ交歓大会

申込み・問合せ：８月29日(木)から参加費1,000円

を添えてふるさと交流広場 53 2390TEL: -

と き：９月22日(日) 9時～

ところ：ふるさと交流広場(栃堀)

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
、

と

き
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
（
９
月
４
日

内
山
晃
税
理
士
、
９
月

日
小
林
信

18

司
税
理
士
）

税
理
士
会
館
（
長
岡
市
三
和

と
こ
ろ

３
、
市
立
劇
場
裏
）

▽
税
理
士
が
直
接
面
談
し

相
談
方
法

ま
す
▽
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▽
資
料

が
あ
っ
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
▽
な

る
べ
く
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支

問
合
せ

部
（
税
務
指
導
所
）

‐
８
０
８
０


33

建
設
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
退
職
金

は
安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」
が
お
す
す
め
で
す
。

建
設
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

・
申
込
手
続
き
が
簡
単
（
加
入
時
に
経

費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
る

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を

補
助

・
福
利
厚
生
施
設
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通

算
し
て
計
算
さ
れ
る

※
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・

レ
ン
タ
カ
ー
割
引
な
ど
の
提
携
サ
ー

ビ
ス
事
業
も
実
施

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建

問
合
せ

税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

ご
存
知
で
す
か
？

建
退
共
制
度

退
共
新
潟
県
支
部

０
２
５
‐
２
８



５
‐
７
１
１
７

９
月
４
日

時
～

時

と

き

（水）
10

16

ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

雇
用
保
険
給
付
な
ど
の
申

相
談
内
容

請
、
育
児
・
介
護
雇
用
安
定
助
成
金
、

雇
用
調
整
助
成
金
、
特
定
求
職
者
雇

用
開
発
助
成
金
、
そ
の
他
の
給
付
金

・
助
成
金
・
奨
励
金
な
ど

無

料

費

用

雇
用
保
険
重
点
指
導
員
（
社

相
談
員

会
保
険
労
務
士
）

※
社
会
保
険
労
務
士
と
顧
問
契
約
を
し

て
い
る
場
合
は
、
顧
問
の
社
会
保
険

労
務
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会

問
合
せ

〒
九
五
一
‐
八
一
三
三
新
潟
市
川
岸

町
１
‐

‐
８

０
２
５
‐
２
６
５
‐



48

９
２
９
５

９
月

日

～

月

申
請
書
の
受
付

17

（火）

10

日

（
消
印
有
効
）

11

（金）

日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、

試
験
内
容

麺
料
理

め
ん

試

験

平
成

年
１
月

日

学
科
試
験

15

19

（日）

平
成

年
１
月

日

実
技
試
験

15

20

（月）

～
２
月

日

ま
で
の
間

21

（金）

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

専
門
調
理
師
・

調
理
技
能
士
国
家
試
験

雇
用
保
険
活
用
相
談
室

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

（社）

〒
一
〇
七
‐
〇
〇
五
二
港
区
赤
坂
７
‐

‐
９
第
四
文
成
ビ
ル

０
３
‐
３
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８
４
‐
１
９
３
１

８
月

日

～
９
月

申
請
書
の
受
付

14

（水）

日

（
必
着
）

13

（金）

試

験

平
成

年
１
月

日

筆
記
試
験

15

26

（日）

平
成

年
３
月
２
日

実
技
試
験

15

（日）

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ

問
合
せ

（財）

ン
タ
ー
〒
一
五
〇
‐
〇
〇
〇
二
渋
谷

区
渋
谷
１
‐
５
‐
６

０
３
‐
３
４



８
６
‐
７
５
２
１

URL:http://www.sssc.or.jp/

９
月

日

時

分
～

と

き

16

（祝）
13

30

新
潟
市
総
合
福
祉
会
館

と
こ
ろ

「
川
崎
病
の
心
臓
後
遺
症
と

テ
ー
マ

の
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
」

佐
藤
誠
一
先
生
（
新
潟
大
学

講

師
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科

小

児
科
学
分
野

講
師
）

無

料

入
場
料

川
崎
病
の
子
供
を
も
つ
親
の

問
合
せ

会
事
務
局
・
渋
谷

０
２
５
‐
２
４



６
‐
１
４
３
５

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

世
紀
川
崎
病
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|||||| |||||(5) 広報とちお おしらせ版 14.8.18

月 日 コース名 コ ー ス 概 要乗降車場所
外山家庭園→大平森林公園→原の湯・昼食

見附市・和島村 9 10 9 30: :
（栃尾市） （見附市） （入浴可）10月11日

｢外山家庭園・大平森林 東 口 劇 場
→良寛の里・菊盛記念美術館(金)

公園｣と｢良寛の里｣探訪 16 40 16 20: :
（和島村）
山本五十六記念館→県立近代美術館

長岡市・山古志村 9 10 9 30: :
（長岡市）10月11日

｢山本元帥・小山画伯｣と 東 口 劇 場
→あまやち会館・昼食→池谷闘牛場→中山隧道(金)

｢闘牛・中山隧道｣探訪 16 50 16 30: :
ずいどう

（山古志村・入浴可）
天領の里→良寛記念館

出雲崎町・越路町 8 30:
（出雲崎町）10月11日

｢良寛・天領の里｣と｢三 栃尾市役所
→中盛館・昼食→長谷川邸→三波春夫顕彰碑(金)

波春夫・長谷川邸｣探訪 17 10:
（越路町・入浴可）
寛益寺→郷土資料館→蔵造り麺工房・昼食

三島町・小千谷市 9 10 9 30: :
（三島町）10月12日

｢三島の歴史＆食｣と 東 口 劇 場
→錦鯉の里→織物工房→ちぢみの里(土)

｢小千谷の特産｣探訪 16 40 16 20: :
（小千谷市） （入浴可）
山本五十六記念館→如是蔵博物館

長岡市・栃尾市 9 00 9 20: :
（長岡市）10月12日

｢郷土の英傑｣と 東 口 劇 場
→大野鉱泉・昼食→夢しお工房→道の駅Ｒ290とちお(土)

｢ちまき作り体験｣探訪 17 00 16 40: :
（栃尾市・入浴可）（ちまき作り体験）
小国芸術村会館→養楽館→川口ヤナ場・昼食

小国町・川口町 9 00 9 20: :
（小国町） （入浴可）（川口町）10月13日

｢杜のかたらい・芸術村 東 口 劇 場
→交流体験館｢杜のかたらい｣→キャンパス川口(日)

会館｣と｢温泉｣探訪 16 40 16 20: :
（川口町） （入浴可）
楽山苑→歴史民俗資料館→志保の里荘・昼食

与板町・中之島町 9 10 9 30: :
（与板町） （入浴可）10月13日

｢楽山苑・直江兼続｣と 東 口 劇 場
→中之島夕市→稲島神社→大竹邸(日)

｢大竹邸・夕市｣探訪 16 30 16 20: :
（中之島町）

※乗降車場所 東口：長岡駅東口・劇場：長岡市立劇場

月

日

・

日

・

日

と

き

10

11

（金）

12

（土）

13

（日）

７
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）

と
こ
ろ

各
コ
ー
ス

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

定

員

40

一
人
三
千
円
（
昼
食
代
、
入
館
料
な
ど
）

参
加
費

９
月

日

（
必
着
）

申
込
締
切

27

（金）
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

申
込
み
・
問
合
せ

号
、
希
望
コ
ー
ス
、
乗
降
車
場
所
を
記
入
し
、
長
岡
地
域
広
域

行
政
組
合
〒
九
四
〇
‐
〇
〇
八
四
長
岡
市
幸
町
２
‐
１
‐
１
長

岡
市
役
所
幸
町
分
室

‐
６
０
６
７

‐
６
０
６
８
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地域探訪ツアーふるさと再発見

文化センター

ギャラリーとちお ◆写真展 （ＦＯＣＵＳとちお） ９／８(月)～16日(月)
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